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現代タイ上座部仏教における女性の沙弥尼出家と比丘尼受戒

- 理念のアピールと語られない現実-

伊藤 友美
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は じ め に

従来,スリランカおよび東南アジアの上座部仏教社会において,出家者 としての役

割を果たし,その地位と権威を全面的に享受してきたのは,男性の僧侶である ｢比丘

(P豆li:bhikkhu)｣ であった.僧侶の地位 と権威の象徴である黄衣を身にまとい,威厳

をもって教えを説き,在家者からの布施を受け取るのが男性の比丘であるのに対し,

毎朝,托鉢の僧侶に恭 しく食事を捧げ,満月と新月の布薩日 (P豆h:ubosatha;≠ ai:

wanbhra,wanubolsot)に,寺の布薩堂で熱心に僧侶の説法に聞き入っている在家者

の大部分は女性であり,男性は少数である｡女性が出家者 として比丘 と同じ黄衣を着

用 し,比丘 と同等の地位や権威に就 くことは認められていない｡上座部仏教社会にお

ける出家者 と在家者の役割は,ある程度,ジェンダーの違いに対応 しているといえる｡

ゴータマ ･ブッダの時代の仏教には,男性出家者である比丘 とともに,女性出家者

である ｢比丘尼 (p誠:bhikkhum-)｣ が存在 していた｡しか し,後に ｢上座部仏教｣

として継承されていった仏教の歴史において,比丘尼サンガの継承は途絶え,比丘サ

ンガのみが今日まで伝えられてきた｡そのため,スリランカおよび東南アジアの上座

部仏教圏では,女性が比丘尼 として出家することは不可能であることとざれてきた｡

しかし,上座部仏教圏においても,家庭生活 ･職業生活を離れて,出家生活を送るこ

とを望む女性は存在 しており,それらの女性は比丘尼 ･沙弥尼 (Pali:sa-ma甲en-)･式

叉摩那 (P豆li:sikkhama-naJ)という仏教に本来備わった女性出家者 としての地位を持

たないまま,事実上の出家修行生活を送ってきた｡こうした女性たちは,タイでは一

般に ｢メ-チ- (ma-echl-)｣ と呼ばれている｡ これらの出家修行生活を送る女性たち
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は,しばしば ｢尼僧｣ (英語では [Buddhist]nun)と呼ばれているが,彼女たちの宗

教上の地位はあくまでも ｢在家者｣である｡彼女たちを ｢尼僧｣と呼ぶことは,概念

の混乱を招く恐れがあるため,本稿では ｢女性修行者｣と称したい｡ただし,メ-チ

-が出家修行生活の拠点とする場所 (Thai:samnakchl-;SamnakI)aiibattham;

samnak)は,｢尼僧院｣と呼ぶこととする｡

メ-チ-として,在家者の地位にありながら実質上の出家修行生活を送る女性修行

者は,仏教における完全な出家者としての地位にある比丘と同等の物質的 ･経済的支

援および敬意を一般の在家信徒から受け取ることはなかった｡それゆえ,上座部仏教

には,生得的なジェンダーの別により,宗教上の権利や機会,役割等に明確な差異が

存在 しており,出家を希望する女性は男性 と比べて不利な条件にあった [Cf.Cook

1981;Ito1999]｡上座部仏教において,いったん断絶した比丘尼サンガを復興しよう

とすることは,必ずしも明示的に主張 ･宣伝されない場合であっても,女性が男性と

同等の宗教的権利 ･機会を求めていることを合意する｡そして,その ｢真の意図｣は,

比丘尼サンガ復興の企てに関心を寄せる女性たちにも,反感を覚える人々にも,容易

に了解されるのである｡ それゆえ,比丘尼サンガ復興運動は,上座部仏教社会の既存

の秩序を大きく揺るがす可能性を秘めており,現代上座部仏教における改革運動の中

で,最も注目すべきものの 1つであるといえる｡

現在タイで展開中の比丘尼サンガ復興運動には,多くの研究者が関心を寄せている｡

比丘尼サンガ復興の是非をめぐる議論のために刊行された多数の文献 ･ウェブサイト

を除外し,研究論文に限れば,次のような研究が存在する｡エマ ･トムリン (Emma

Tbmlin)[2006]は,タイ仏教文化 ･価値観に根ざした女性の抑圧 と比丘尼が果たす

女性の宗教的リーダーシップの可能性について論じている｡マーティン･シーガ-

(MartinSeeger)[2006(releasedJune2008)]は,タイ ･サンガの有力知識人比丘が

示す教理上の論拠や著名な知識人メ-チ-の見解をもとに,近年のタイ比丘尼サンガ

復興運動の先駆けとなったタンマナンタ-比丘尼が示す比丘尼サンガ復興の根拠 ･必

要性をやや否定的に論じている｡また,タイ語では,チヤーンナロン･ブンヌン

(Ch豆n'narongBun'nun)[2004],クンラウイー ･プラパーポーンピパット (Kunlavn-

Praph豆ph6nphiphat)[2005]による論文が刊行されている｡チヤーンナロンは,ブッ

ダの時代における比丘尼サンガの成立,現代における復興の試みにおいて,さまざま

な女性に対する偏見 ･差別に基づ く議論がなされてきたことを指摘 した後,比丘尼以

外の形態で修行生活を送ることによっても,浬磐という目的を遂げることが可能であ

り,社会からも高い尊敬を受けている例があることを紹介している｡クンラウイーは,
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タンマナンタ-比丘尼 (P豆li:Dhammanand豆Bhikkhuni;Thai:Thammananth豆

Phikkhuni)の著作などを参照 しながら,タイで比丘尼サンガの復興が受け入れられ

ない構造的な要因を検討している｡

また,サキャディータ-国際女性仏教徒会議 (SalWadhitaInternationalConference

onBuddbistWbmen)は,その活動目的の1つとして比丘尼サンガ復興を掲げている

ことから,宗教者 ･研究者によってしばしば関連の報告がなされている｡特に,タン

マナンタ-の沙弥尼出家後に行われた2002年,2004年,2006年の会議では,筆者のも

のも含め,タイの比丘尼復興に関する報告がなされている [Dhammanand豆2004;Ito

2004a,2006;Varaporn2006a;Kulavir2008]Oこの他 未刊行の研究 としては,2007

年 7月にドイツ ･ハンブルクで開催された ｢サンガにおける女性仏教徒の役割 ･比丘

尼律およびその戒脈に関する国際会議 (InternationalCongressonBuddhistWomen's

RoleintheSangha:BhikshuniVinayaandOrdinationLineages)｣ での研究発表

[Dhammananda2007;Kameniar2007;Ito2007b;Seeger2007;Terwie12007;

Tomlin2007],さらにワラ-ポーン ･チャムサニット (VarapornChamsanit)がオー

ストラリア国立大学に提出した博士論文 [2006b]がある(1)｡また,フランス極東学

院博士課程のイトウ ･アヤコ (Ayakoltoh),Vanderbilt大学博士課程のリサ ･バタグ

リア (LisaBattaglia)が,タイにおける比丘尼サンガ復興運動に関して,タイでフィ

ール ド調査を行っている(2)｡

近年のタイにおける比丘尼サンガ復興運動の担い手は,運動の先駆者 として,タイ

国内外のメディアにしばしば登場するタンマナンタ-比丘尼 (在家名 :チャスマ-

ン･カビラシン (Chatsumarnlhbilsingh);元タマサー ト大学仏教学准教授)に代表

されるような都市の高学歴在家エリート女性のイメージで捉えられがちである｡上記

の先行研究の多 くは,旧来,現代では不可能 とされてきた上座部仏教における女性の

比丘尼受戒について,再開を可能にした論拠,再開の是非をめぐる理論的論争,ある

いは比丘尼の地位を求めないメ-チ-の視点を主要なテーマとしている｡ これらの議

論は,タンマナンタ-のみを取 り上げる傾向が強 く,一部のメ-チ-出身者が,タン

マナンタ-のリーダーシップから独立し,独自の問題意識に基づいて運動をリー ドし

ている側面に触れていない(3)0

筆者は,1998年以降,タイ ･メ-チー協会 (Thai:SathaAbanma-echl-thai)におけ

るメ-チ-の改革運動に関心を持ち,タイ仏教における女性修行者に関する調査 ･研

究を継続 してきた [Ito1999]｡2001年のタンマナンタ-沙弥尼出家以降,2008年 2

月までに,少なくとも38名のタイ人女性が沙弥尼 として出家している (このうち7名
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が比丘尼受戒,16名がメ-チ-復帰)が,筆者は,このうち,11名を訪問し,彼女た

ちの経験 ･運動の進展に関してインタヴューを行ってきた(4)｡また,比丘尼サンガ

復興運動を支援 してきた比丘 ･在家知識人 ･女性修行者,運動に懐疑的見解を持つ比

丘 ･メ-チ一に対しても,主として2001年から04年にかけてインタヴュー調査を行っ

た｡あわせて,運動に関する一般新聞 ･雑誌の報道,運動当事者 ･反対者が刊行した

小冊子などについても継続的に収集し,さらに,タイにおける運動と密接な関連を持

つグローバルな女性仏教徒のネットワーク,スリランカにおける比丘尼サンガ復興運

動の経緯などについても,継続的にフォローしている｡

本稿では,紙幅の制約のため,上記の資料すべてに言及することはできないので(5),

特に初期の沙弥尼出家者で,現在の運動の主要な担い手となっている女性たちのイン

タヴューをもとに,沙弥尼出家 (P豆1i.APabba]ja-;Thai:ban♪hacha-)･比丘尼受戒

(Pali:uZ)asamPada-;n ai:uPasombot)の進展 とこれまでのタイ比丘尼サンガ復興運

動についてその展開を中心に論じる(6)｡まず,タイ上座部仏教における女性の比丘

尼受戒再開の前提 となった,スリランカ上座部仏教の比丘尼サンガ復興と定着に関し

て略述する｡ 第 2に,タイにおける運動の端緒 となったチャスマ-ン ･カビラシン

(法名タンマナンタ-)の出家 と彼女のイニシアテイヴによる運動について,第3に

メ-チ-出身者の沙弥尼出家拡大について,第4に2004年以降の運動の後退局面とゆ

るやかな進展について考察するOこれらの考察を元に,現代に生きる伝統宗教の中で,

ジェンダー不均衡の是正 というある種の近代的価値を反映した変革が行われる可能性

と,宗教的伝統の忠実な継承を主張する言説が合意 している事柄について展望したい ｡

Ⅰ スリランカ上座部仏教における比丘尼サンガの復興と定着

2001年以降のタイで上座部仏教の比丘尼サンガ復興運動が高揚 した背景には,国

家 ･人種 ･仏教の宗派を横断した女性仏教徒のネットワークが支援 したスリランカ人

女性の比丘尼受戒 と,スリランカ比丘尼サンガの定着があった｡タイと同じく上座部

仏教の伝統を継承するスリランカでも,1990年代末までは,｢比丘尼サンガは既に途

絶えてしまったので,女性が比丘尼になることはできない｣ という言説が一般的であ

った｡近代以降のスリランカでは,出家修行生活を送る女性たちは,｢ダサシルマ一

夕-｣という形態をとってきた｡ダサシルマ一夕-は,剃髪 し,比丘や沙弥の着用す

る黄衣と一見類似したオレンジ色の衣を着用 し,沙弥戒と同じ十戒を守ってきたが,

完全な出家者 とはみなされず,在家の地位のまま,事実上の出家生活を送っているも
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のとみなされてきた(7)0

1987年,インドのブッダガヤーで開催された ｢第 1回仏教尼僧国際会議 (¶leFirst

InternationalConferenceonBuddhistNuns;後の ｢サキャディーター国際女性仏教徒

会議 (SakyadhitaInternationalConferenceonBuddhistWomen)｣ の前身 ;｢サキャデ

ィータ-｣とは ｢釈迦の娘たち｣の意)｣では,アジア ･西洋の各地で仏教修行を行

う女性たちが互いの抱える問題について報告し,各地の状況を比較 した結果,比丘尼

サンガが継承されている韓図 ･台湾 ･ベ トナムなどの東アジア仏教 (漢訳仏教)と比

べ,比丘尼サンガが断絶した上座部仏教,比丘尼サンガが伝えられなかったとされる

チベット仏教では,男性 と比べ女性の宗教的地位が相対的に低いことが指摘された

[Tsomo1988:215]｡また,仏教尼僧国際会議 と前後 して,1980年代半ばには,仏教

国間のさまざまな国際交流の機会を通じて,東アジア仏教における比丘尼サンガの起

源が, 5世紀頃の中国に招来されたスリランカの比丘尼サンガにあることが,スリラ

ンカの上座部仏教徒にも確認されるようになった [Tsomo1988:219;Goonatilake

1988,1997,2006]｡

スリランカの比丘尼サンガ復興のために尽 くしてきた在家女性知識人へマ ･グナテ

ィラケ (HemaGoonatilake)は,スリランカの比丘尼が現在の南京に渡来し,中国の

女性に ｢律 (P誠:vinaya)｣ を伝えたことを記す中国の歴史書 『比丘尼伝』をシンハ

ラ語に翻訳して,その ｢史実｣を一般のスリランカの仏教徒に普及させるべく努めた(8)0

そして,この ｢史実｣をもって,スリランカの女性が東アジア仏教の比丘 ･比丘尼サ

ンガから具足戒を受けて比丘尼 となり,比丘尼として上座部仏教を実践することによ

り,上座部仏教における比丘尼サンガが復興可能であるとする根拠 としたのである

[Goonatilake1988,1997,2006]0

1996年12月には,クスマ ･デイヴェンドラ (KusumaDevendra)をはじめとする

10名のスリランカ人女性修行者ダサシルマ一夕-が,インド･マハ-ボーデイ協会

(Mah豆BodhiSocietyofIndia)に拠点を置 くス リランカ人比丘 (Mapalagama

VipulasaraMahathera)の支援を受け,インドのサールナ- トで韓国曹渓宗のサンガ

か ら具足戒を受 け,現代ス リランカ上座部仏教初 の比丘尼 となった [DeSilva

2004:126-127;Hdsken2006:221-222;Kusuma2007](9)｡さらに,1998年2月には,

有力スリランカ人比丘 (InamaluweSriSumangalaTnera)の支援を受けたスリランカ

人ダサシルマ一夕-21名が,インドのブッダガヤーで,台湾の ｢燐光山｣という仏教

グループが主催する国際受戒式に参加 して,燐光山の比丘 ･比丘尼両サンガから具足

戒を受けて比丘尼 となり,さらにスリランカ上座部の比丘サンガのみによる具足戒受
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戒の儀礼を経て,上座部の比丘尼 として承認された [u2000;Salgado2000;DeSilva

2004:1281129;H也sken2006:222]oスリランカでは,その後,比丘尼 ･沙弥尼 とな

る女性たちが着実に増加し,2008年2月までに,比丘尼約600名,沙弥尼約2,500名に

まで増加 していると推測されている [Supeshal豆2008:interview](10)Oスリランカで

は,現在も,ダサシルマ一夕-として修行生活を送る女性たちは存在するが,比丘か

ら独立して独自の寺を持ち指導的役割を果たしてきた有力ダサシルマ一夕-たちが多

数比丘尼になったことにより,比丘尼に対するスリランカ社会の認知は着実に深まっ

てきたと考えられる(ll)｡

ⅠⅠ チャスマ-ン ･カビラシンの沙弥尼出家 と

タイにおける上座部比丘尼サンガ復興運動の高揚

1 チャスマーン ･カビラシンの沙弥尼出家

近年のタイにおける比丘尼サンガ復興運動は,在家のタイ人女性仏教研究者チャス

マ-ン ･カビラシン (1944年生まれ)が,タマサー ト大学准教授の職を早期退職 し,

2001年 2月にスリランカで上座部仏教の沙弥尼に出家 したことをきっかけとしている｡

チャスマ-ンの母ウオラマイ ･カビラシン (ⅥIramaiKabilsingh,1908-2003)は,

1956年に修行生活を始めて以来,タイ仏教の女性修行者が置かれた状況を憂えていたO

ウオラマイは,中国の比丘尼サンガがスリランカの比丘尼サンガから律を継承 してい

ることを知 り,1971年に台湾で大陸の僧によって具足戒を受けて比丘尼 となったが,

タイのサンガは彼女を ｢大乗の比丘尼｣として容認 したに過ぎず,タイ上座部の女性

出家者 として認めなかった [Chatsumarn1991a:50-52](12)｡ウオラマイの唯一の娘

であるチャスマ-ンは,若い頃から母 と関心を共有し,母の宗教活動を支えてきたD

チャスマ-ンは,海外に留学して仏典における女性に関する研究を行って学士号 (イ

ン ド･VisvaBharati大学)･修士号 (カナダ ･McMaster大学)･博士号 (イン ド･

Magadha大学)の学位を修め,タイ帰国後はタマサー ト大学で教鞭をとりながら,

1984年以降,仏教 と女性 の問題 に関す る英文ニューズ レター "NIMBA"("The

NewsletteronInternationalBuddhistWomen'sActivities";後にYasodhwa-と改称)を

発行し,同様の問題に関心を持っていたタイ国内外の女性たちとのネットワークを形

成 してきた｡また,チャスマ-ンは,1987年には,インドのブッダガヤーで,カル

マ ･レクシェ ･ツオモ (K打maLeksheTsomo),アツヤ ･ケ-マ (AyyaKhema)と

ともに,｢第 1回仏教尼僧国際会議｣を開催 し,サキャディータ-国際女性仏教徒協

会の設立に寄与 した(13)｡彼女は,1991年にサキャディータ-会議をタマサー ト大学
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で開催するなど,国際的に活躍し,さらに英語 ･タイ語で比丘尼に関する多数の著書

[Chatsumarn1986,1991a,199lb,1998;Chatsum豆n1992,1996a,1996b,1997]を刊 行

していた｡出家前のチャスマ-ンは,仏教における女性の問題について積極的に発言

するタイの在家仏教徒女性知識人 ･学者 として,タイ国内外で最も有名な人物であっ

たといえる｡

チャスマ-ンは,スリランカで出家する1年ほど前から出家の可能性について考え

始めたという｡ タマサー ト大学の定年退職までにはまだ数年あったが,自分の人生を

ブッダのために捧げるならば,気力 ･体力が衰えるまで待つべきではなく,今決断す

るべきだと考えた｡そして,2001年 2月,チャスマ-ンは,タンマナンタ-秒弥尼

(pali:SamaperiDham manand豆;Thai:S豆maneri¶1am mananth豆)としてス リランカ

で出家 した (以下,沙弥尼出家後のチャスマ-ンを法名で ｢タンマナンタ-｣と呼

蕊)｡出家後,タンマナンタ-は,剃髪 し黄衣を着用 した姿でタイに帰国したが,す

ぐに自身の出家 について公表す ることはなか った [Dhammanand52002:email

correspondence](14)0

同年 3月末,タンマナンタ-はバンコクにおけるタリバーンの問題についてテレビ

局からコメントを求められ,沙弥尼の姿で初めて公に姿を表した｡軍が保有するテレ

ビ局チャンネル5は,従来,タイで見たことのない黄衣を着用 した僧形の女性の姿を

放映することが ｢社会に影響を与える｣ことを恐れ,タンマナンタ-の映像をカット

した｡タイ ･ジャーナリス ト協会は,この映像検閲が憲法で保障された ｢表現の自

由｣ ｢宗教実践の自由｣の侵害に当たるとして,チャンネル5を非難 した [Bangkok

Post,29Apri12001,･Yasodhaya-July-Sept.2001:9]｡この間題がタイのメディアで論

じられるようになり,初めてタンマナンタ-が上座部仏教の沙弥尼に出家したこと,

さらには将来的に比丘尼になる決意を持っていることが広 く知られるようになった｡

その結果,2001年半ば以降,タイのメディアや仏教知識人等の間で,女性の比丘尼出

家の是非,上座部仏教における比丘尼サンガ復興の是非が取 りざたされるようになっ

たのである｡

2 タンマナンター主導のタイ上座部比丘尼サンガ復興運動

タンマナンタ-は,出家後も仏教 と女性の問題に関して国際的に発言 ･活動してい

るが,ここでは特に彼女のタイにおける比丘尼サンガ復興運動に焦点を当てて考察し

たい｡

前述のとおり,タンマナンタ-は,仏教学を専門とする学者 ･知識人として多数の
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著書を刊行 してタイ国内外で有名であったが,必ずしもタイの仏教修行者の世界 との

結びつきが深かったとはいえない｡タンマナンタ-は,仏典の知識に関しては,一般

の比丘以上に精通 していたものの,メ-チ-として白衣をまとい八戒を守る出家修行

生活を送った経験はなかったoメ-チ-あるいは有髪のチ一 ･プラ-ム (Thai:cht

ph71a-m)として修行生活を経験するタイの女性たちは,心の平安を求め,近隣の比丘

を頼って出家修行するか,ある程度まとまった数のメ-チ-がいる尼僧院 (Thai:

samnakchl-)に入るか,あるいは瞑想の指導者 として有名な比丘のもとで膜想修行す

るといったケースが多い｡これらの女性たちが,学者 ･知識人であるタンマナンタ-

の存在を仮に知っており,尊敬の念を抱いていたとしても,その感情は,倶想修行を

行 う比丘やメ-チ-などの宗教者に対する敬信の念 (Thai:sattha-;P豆Ii:saddha-)と

同じものではないという [M豆eChiXN2003:interview],タイ上座部仏教において

女性の比丘尼受戒 ･比丘尼サンガ復興が可能であるならば,比丘尼 となる可能性が期

待される女性は,世俗に生きる一般の在家女性よりも,むしろ既に出家修行生活を送

っているメ-チ-であると考えられる(15)｡それゆえ,タンマナンタ-がタイで比丘

尼サンガ復興運動を進展させていくためには,メ-チ-とコンタクトを持ち,沙弥尼

ひいては比丘尼 となる女性を増加させることが必要であった｡

沙弥尼出家後のタンマナンタ一によるメ-チ-との連携を考える上で,2002年 2月

にタンマナンターの寺ワット･ソンタムカラヤニー (WatSongdharmakalayani;以下,

｢ワット･ソンタム｣と略称)で行われた沙弥尼出家式と,2002年雨安居 (P豆li:vassa;

Thai:Phansa-)にタイのメ-チ-向けに行われた ｢3カ月 トレーニング･コース｣は,

特に注目に値する(16)0

(1) ｢タイ初の女性の出家式｣

2001年にスリランカで沙弥尼出家したタンマナンタ-が比丘尼復興の端緒としてタ

イ ･メディアの脚光を浴びた後,タイの世論は比丘尼サンガ復興に対し必ずしも全面

的に否定的ではなかった｡サンガの高僧たちの後押しを受けた保守派の仏教団体は,

団体の運営するラジオ放送や小集会の機会に比丘尼サンガ復興を否定的に論じ,あか

らさまにタンマナンタ-を非難していたが,タンマナンタ-は,女性が比丘尼 として

出家 ･授戒することに賛同する人々からの支援を受け,タンマナンタ-の寺は,彼女

の出家後,目に見えて整備されていった｡

活発な社会貢献活動で知られる進歩派仏教団体セ-キヤタム (Sekhiyadham)の比

丘ルアン ･ポー ･コーシン (K6sinParipu組 oBhikkhu)は,地方のメ-チ-たちに

声をかけ,沙弥尼ひいては比丘尼になることに関心を持つメ-チ-を探 していた(17)｡
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その旅の際,東北タイの寺で知 り合ったメ-チ-の一人が,バンコク近郊にあるコ-

シンの寺を手伝ってくれることになった｡当初,そのメ-チ-は,比丘尼受戒は不可

能なことと考えていたが,コ-シンが女性の出家修行生活を真剣に支援 していること

に心を動かされ,タンマナンタ-との交流などを通じて,自身の沙弥尼出家への確信

を深めたという [Dhammarakkhit豆2002:interview]｡タンマナンターは,そのメ-

チ-が英語に堪能な,比較的高学歴の女性であり,メ-チ-としての経験も十分であ

ることを確認し,彼女の沙弥尼出家を支援 した(18)｡ 2002年 2月,タンマナンタ-は,

自分を出家 させて くれた授戒師 (Pali:upallha-ya;Thai:uPatcha-)を含め,10名の

スリランカ人比丘尼が国際会議出席のため来タイした機会を見計 らって,そのメ-

チ-を自分の寺でスリランカ人の授戒師によって沙弥尼 (法名タンマラッキタ- ;

SamaperiDhammarakkhit豆)として出家させた(19)0

タンマナンタ一に続 くタイ人の上座部沙弥尼タンマラッキタ-の出家式は,｢タイ

初の女性の出家式｣として,タイ ･メディアの脚光を浴び,主要な新聞 ･雑誌はそれ

をおおむね好意的に報じた(20)｡ タイ ･サンガの長老 と密接な関係を持った知識人比

丘や保守派の仏教団体は,それらの団体が企画する集会やラジオ放送,小冊子の配

布 ･販売を通じて,私的な立場から女性の比丘尼受戒再開が不可能 とする見解を示し,

間接的な形で,タイ ･サンガが比丘尼受戒を歓迎 していないことを示唆していた｡し

かし,タイ ･サンガはこの問題についての態度を明確に示していない｡タイ ･サンガ

が沈黙を保つ中,比丘尼サンガ復興運動は,コ-シンのような進歩的比丘による個人

的支援,ざらにその後,比丘尼問題を国会で取 り上げたラビアップラット･ポンパー

ニット上院議員 (S6.W6.RabiapratPhongph豆nit)の支援を受けており,この段階で

は,将来的にタイ人女性の沙弥尼出家 ･比丘尼受戒が拡大する可能性がうかがえた｡

とりわけ,ラビアップラットが上院や地方諸都市で数度にわたって開催 したセミナー

や,上院女性問題小委員会の名前で彼女が作成した小冊子は,人々が比丘尼の問題に

ついて関心を持ち,その妥当性について考える契機 として重要な役割を果たした(21)0

(2) 2002年雨安居 ｢3カ月 トレーニング ･コース｣

2002年雨安居にワット･ソンタムで最初の ｢3カ月 トレーニング･コース (3-Mon血

TrainingCourse)｣が実施された時期は,タンマナンタ-とタンマラッキタ-の沙弥

尼出家が盛んにメディアに取 り上げられたことにより,比丘尼サンガ復興運動に対す

るタイ社会の関心が高まっていた頃であった｡恐らく,タンマナンタ一にとって,コ

ースの実施は,上座部比丘尼サンガ復興に関する知識 と理念をより多くの人々と共有

し,彼女に続 く沙弥尼 ･比丘尼を確保するという目的を持っていたものと思われる｡
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また,比丘尼受戒を強 く望んでいた一部の参加者にとって,コース-の参加は,タン

マナンタ-の信頼を得,彼女の支援によって沙弥尼出家 ･比丘尼受戒を実現させるた

めの重要な布石となることが期待されていた｡このコースは,タイで比丘尼サンガ復

興運動が高揚していた2002年半ば時点において,一部のメ-チ-たちが比丘尼受戒に

寄せていた期待,そして社会的背景の異なるタンマナンタ-とメ-チ-の間にあった

微妙な関係を反映していたと考えられる｡

タンマナンタ-の説明によると, 3カ月 トレーニング ･コース計画 ･実施の経緯は,

次のようなものであった｡タンマナンタ-は,継続的な出家修行生活の経験がなく,

在家から沙弥尼に出家したため,原則的には沙弥尼として出家させてくれた授戒師と

ともに,一定期間,修行する必要があった｡しかし,タンマナンタ-は,高齢で病床

にある母の看病 と寺の管理のため,特別に短期でタイに帰国を許されていた｡律

(pali:vinaya;n ai:winai)によると,新参比丘尼は,少なくとも5年間,サンガと

しての共同生活を送らなければならないため,2003年に比丘尼受戒を予定していたタ

ンマナンタ-は,代替措置として,2003年から2008年までの5年間の雨安居には,ス

リランカから彼女の寺に授戒師を招き,出家修行生活のトレーニングを受ける計画を

立てていた [Yasodhara-July-August2002:10111].同時に,スリランカ人比丘尼の

来タイ期間中,事前に沙弥尼出家の申し込みをしてタンマナンタ一による出家許可を

得た女性には,スリランカ人比丘尼から沙弥尼出家が受けられるよう取 り計らうこと

も計画していた｡

2002年,沙弥尼として2度目の安居として迎えたタンマナンタ-は,最初の3カ月

間 トレーニング ･コース (7月25日～10月18日)を実施した｡このコースには,カン

ボジア王妃の支援により派遣されたカンボジア人女性修行者 ドーンチ- (氾Imer:dan

chi)5名,タイ人メ-チ一 ･在家女性20名が参加 した｡スリランカ人比丘尼授戒師

が滞在する間に,沙弥尼出家に関心のある女性が比丘尼 としてのあり方を学ぶこと

ができるよう企図したものであったという [Dhammmananda2002a:interview].

このコースの企画 ･運営は,｢開発のための宗教｣グループ (Thai:Sa-tsana-phua

ka-n-phatthana-;abbr.So.Pho.Pho.),｢平和と正義のための女性プログラム｣グループ

(Thai:Khy10lngka-nphu--yingL)huasantibha-PZaekhwa-m-yutitham),｢プッタサーウイカー

協会｣ (Thai:Mu-lanithiPhuttha-sa-wika-;代表タンマナンタ-)の3つの団体が行った｡

主に午前の部はタンマナンタ一による女性 と仏教の問題等に関する講義,午後の部は

仏教徒による社会貢献活動 (EngagedBuddhism)のための研修で,前者2団体が招

聴した講師が,コミュニティ問題解決のためのロール ･プレイ ･ゲーム,生け花,際
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悲,ヨガなどの実践的な活動の指導を担当した｡コースを通じて,参加者はタンマナ

ンタ-から比丘尼の歴史やその復興を可能にした解釈 ･手続き,英語などを学ぶこと

ができ,さらに社会見学,地方での院想を行うなど,充実したプログラムが組まれて

いた｡タイ社会では,多くの人々が比丘尼受戒は不可能だと信じ込んでいるので,コ

ースのプログラムでは,参加者が疑念を抱 く人々に対しなぜ比丘尼受戒が可能かを

説明できるようになるための知識 と,比丘尼 として社会貢献ができるようになるた

めのスキル訓練の機会が提供 されていた [Yasodhara-July-August2002:10-ll;

Dhammanand豆2002a,2002b:interviews;Watcharin2002:interview](22)O

他方,コース参加者の側は,必ずしも全員が比丘尼受戒を望んでいたわけではなか

ったが,一部のメ-チ-および在家女性は,タンマナンタ-の支援による沙弥尼出

家 ･比丘尼受戒に大きな期待を寄せていた｡その期待は,メ-チ-の現状に対する不

満と密接な関連があったと考えられる｡ 以下に挙げるコース参加者のタイ人メ-チ-

の発言は,比丘尼受戒を望むメ-チ-がメ-チ-の現状のどのような点に問題を感じ,

なぜ比丘尼受戒に期待を抱いていたのかを物語っている｡

私たちは既に長期間にわたって出家生活を送ってきたのだから,当然の権利とし

て,〔メ-チ-ではなく比丘尼 としての〕出家が可能であるべきであり,きちん

とした機会があるならば,私たちは当然比丘尼になるべきである｡多 くの人々は,

メ-チ-がなぜ出家したのか,メ-チ-がどのような役割をもっているのか理解

しておらず,｢メ-チ-は出家者 (Thai:nak-buat)ではない｣ という｡ メ-チ-

は実際には ｢出家者｣として振舞っているが,メ-チ-という形態は,社会から

｢出家者｣として認められていない｡メ-チ-が ｢出家者｣としての認知を受け

るには,そのメ-チ-がどのような経歴の人物で,本当に優れた修行生活を送っ

ていることを理解してもらわなければならない｡そこで初めてメ-チ一に対する

敬信 ･敬愛の念 (Thai:sattha-;P豆li:saddha-)が生まれる｡メ-チ一に対する敬

信の念は,馴染みや親しさに依拠しなければならない｡単に表面的に会っただけ

では,人々はメ-チ-の形式をとるものに対し,決して敬信の感情を抱かないの

である｡[ⅩN2002:interview](引用文中の 〔 〕は筆者補足を示す)

言い換えれば,メ-チ-は,事実上の出家生活を送っているにもかかわらず,社会

から完全な出家者としての認知を得ていないことを不当と感じ 出家生活を送るから

には,比丘と対等な比丘尼となり,出家者 として社会から全面的な認知を受けてしか

るべきであると,この発言をしたメ-チ-は主張しているのである｡

そしてさらに,このメ-チ-は,一般にメ-チ-の ｢出家｣が衣食住の生活全般に
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わたって寺に依存することと受け止められていることを一応認めたうえで,寺に居住

するメ-チ-を3類型に分け,彼女が不当であると考えるメ-チ-の現状を変革する

原動力となりうるグループの存在を示唆している｡筆者は彼女の提起するメ-チ-の

3類型とそのそれぞれが持つ特徴について実証的検証を行っておらず,以下に挙げる

彼女の発言には,主観的価値判断に基づ くコメントが含まれているが,自身をいわば

｢ミドルクラス｣ (彼女の類型では ｢第 3のグループ｣) と位置づけるメ-チ-が,メ

-チ-の現状をどのように認識しているのかをよく反映していると考えられるので,

主観的コメントも含め,引用する｡

寺では,住職が家庭における父親のような権力を持っている｡ メ-チ-は比丘

や沙弥のような権利を与えられておらず,デック･ワット 〔寺に寄宿 して寺の手

伝いをする在家の少年〕と変わりない｡寺に住むメ-チ-の多 くは,確かに経済

的に寺に依存 している｡しかし,現実には,寺に住んでいるメ-チ-は,3種類

に分類できる｡

第 1のグループは,それなりの水準の生活をするだけの経済力に恵まれ,寺に

入っても,寺を金銭的にサポー トできるだけの財力がある女性たちである｡ この

ような人たちには,特別の名誉 と権利が与えられる｡ このグループは,何も困る

ことがない｡

第 2のグループは,貧 しさのために寺に居候 している女性であり,過去に勉学

の機会にも恵まれなかった人々である｡ 彼女たちは,住む場所 と食事を与えても

らう代わりに,寺の維持 ･管理のための雑用をし,比丘に仕える｡彼女たちはど

こにも出かける自由がなく,常に比丘の管理下におかれている(23)｡彼女たちの

考え方に,発展性はない｡

第3のグループは,中程度の社会的地位 (Thai:thalnakla-ngkla-ng)にあり,

貧 しくもなく,金持ちでもない｡教育もあったり,なかったりする｡必ずしも,

一生, 1つの寺に依存しようとは考えておらず,学ぶ機会を求めて,別の寺に移

ったり,場合によっては,還俗 したりする｡

将来性があり,発展させるべきは,第 3のグループである｡第 3のグループは,

自分の考えを持っており,自分自身の能力を伸ばすことができる｡ しかし,現状

では,彼女たちは,メ-チ-として出家 (Thai:buat)した後に,何の便宜や支

援も提供 してもらえない｡特に,サンガからの支援がなく,タイ全国を探しても,

メ-チ一に教育を与えて くれる僧侶は極めて少ない｡

比丘尼になることができれば,法律で認められるか否かにかかわらず,その女
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性が ｢出家者｣であることを社会の誰もが 〔外見から〕即座に認識する｡メ-チ

-の中には,他の人が比丘尼になってうまく行 くのならば,自分も比丘尼になり

たいが,率先 して闘いたいとは思わないものも多い｡それらのメ-チ-は,他の

人たちが比丘尼になって, うまく行かないとわかれば,自分は現状のままの方が

良いだろうと考えている｡比丘尼サンガ復興のためには,将来性があり,同じ理

念を共有できるメ-チ-たちのネ ッ トワークを作ってい く必要がある｡ [ⅩN

2002:interview]

つまり,この発言をしたメ-チ-は,｢第 3のグループ｣に属するメ-チ一には,

現状に対して潜在的な不満が存在 していると認識 しており,現状改革の方策の 1つ と

して比丘尼 となることに期待を抱いているのである｡筆者がインタヴューした11名の

タイ人沙弥尼 ･比丘尼は,彼女の 3類型の中では ｢第 3のグループ｣に属すると考え

られ,タイ人女性による沙弥尼出家 ･比丘尼受戒は,実際に ｢第 3のグループ｣のメ

-チ-の中に拡大 していったとみなすことができる｡ しか し,このメ-チ-自身も示

唆しているとお り,｢第 3のグループ｣のメ-チ-は,必ず しも全員が団結 して比丘

尼受戒を強 く望んでいるとはいえず,い くつかの前例によって,比丘尼受戒が現状以

上の出家生活を保障するという確信が得 られない限 りは,自ら敢えてリスクを犯すま

でもないと考える傾向があり,多少不満があってもメ-チ-としての現状が許容でき

ないと認識 しているわけではないと考えられる｡

3カ月間 トレーニング ･コースの後,上記のコメン トをしたメ-チ-自身も,タン

マナンタ-のもとで沙弥尼 として出家することはなかった｡沙弥尼出家を希望 してい

たメ-チ-たちの多 くは,タンマナンタ-が沙弥尼志願者に課 した要件を満たすこと

はかなり困難であると受け止めていた｡ 2002年 8月末に筆者が訪問した際,タンマナ

ンタ-は次のように語っていた｡律の規定に従えば,新参出家者は少な くとも最初の

5回の雨安居をともにしなければならない｡また,タイ ･サンガが女性の沙弥尼出

家 ･比丘尼受戒を認定 していない現状では,沙弥尼 ･比丘尼になる女性たちが,タン

マナンタ-の寺以外に支援を期待できる場所があるとは考えにくい｡そのため,タン

マナンタ-は,沙弥尼 として出家させた女性たちの生活の面倒を自分の寺で見る必要

が生じることが想定された｡そこで,沙弥尼出家支援の対象者には,必ずしも高学歴

であることを求めないが,同じ僧院コミュニティの一員 として共同生活を送ることが

できる協調性を望んでいた｡タンマナンタ-が重視 したことは,個人の金銭的な自由

や便宜を放棄 し,共同生活を送る ｢サンガ｣ (つまり原義である ｢出家者のコミュニ

ティ｣)に積極的にコミットすることであった [Dhammananda2002b:interview]｡
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このことを,ワット･ソンタムの一員 として共住することになる女性たちは,｢過大

な制約｣と受け止めていた [xN2002:interview]｡

結局,コース参加者の中で,タンマナンタ-の支援を得て沙弥尼出家をしたタイ人

女性は 1名のみであった｡彼女は,2003年 2月,比丘尼受戒のためにスリランカに渡

航 したタンマナンタ一に同行し,同地でスリランカ人比丘尼から沙弥戒を受けて沙弥

尼出家を果たした｡この女性は,沙弥尼出家の前にメ-チ一になった経験はなく,独

身のまま,家長 として商売をし,弟妹を養ってきた43歳 (2002年当事)の在家女性で

あった｡彼女は,温和な人柄を備え,タンマナンタ一に忠実であった｡ただし,英会

話は堪能 とはいえず,スコータイ大字 (経営学)の学士号を取得 していたものの,決

してタンマナンタ-の学歴に比肩するほどの高学歴ではなかった [本人に対するイン

タヴュー2002]｡2003年,2004年の雨安居にも,タンマナンタ-はスリランカの比丘

尼を招来しているが,2002年のように多数のタイ人メ-チ-が参加した大掛かりなト

レーニング ･プログラムを実施せず,インドネシア ･マレーシア ･ベ トナム ･欧米出

身の上座部仏教を実践する出家年数の少ない比丘尼や在家女性を参加者 としていた｡

しかし,タンマナンタ-が2002年雨安居に実施 した トレーニング ･コースは,彼女

の影響力が及ばないところで展開するタイ人女性の比丘尼受戒の動きに重要なインパ

クトを与えていた｡2002年のコースに参加 したメ-チ-のうちの少なくとも2名は,

タンマナンタ-の支援に頼 らず,沙弥尼出家 ･比丘尼受戒を果たす方法を独自に模索

した｡彼女たちは,コースの中で学んだ知識によって,現代の女性が上座部の比丘尼

になることが可能であることに自信を深め,周囲の人々に対し説明することが可能に

なった｡複雑な仏教史の知識,受戒再開の妥当性の論理,受戒式の具体的な方法,確

立した比丘尼サンガを持つ外国とのネットワークなど,タイ人女性が上座部の比丘尼

となる上で不可欠な要素は,タンマナンタ-であったからこそ,提供することができ

たものであった｡今のところ,タンマナンタ-から直接の支援を受けて沙弥尼 ･比丘

尼 となったタイ人女性の数は,比較的少数 (4名)に留まるものの,タンマナンタ-

は,タイにおける比丘尼サンガ復興運動に不可欠な役割を果たしているといえる｡

Ⅲ メ-チ-出身者による沙弥尼出家の拡大

比丘尼サンガ復興運動は,タンマナンタ-の主導権を離れ,前出のメ-チ-のいう

｢第3のグループ｣に相当すると考えられるメ-チ-たちに拡大 していった｡タンマ

ナンタ一に続いて,沙弥尼 ･比丘尼 となったタイ人女性は,必ずしもタンマナンタ-
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のように,海外経験が豊富で,学歴 ･社会階層の面で突出した女性に限られていない｡

むしろ,国外経験のないメ-チ-の中から,タイの僧院における自分自身の経験に基

づき,ジェンダー間のさまざまな機会の不均衡に疑問を感じ,女性にも男性 と同じよ

うに,具足戒を受けて,完全な出家者 としての地位を獲得できてしかるべきだと考え,

沙弥尼出家を選択した女性が出現 している｡タンマナンタ-の支援から独立して沙弥

尼 ･比丘尼 となる方策を模索したメ-チ-たちの中には,単独ないしはグループでス

リランカに渡航 したケース,タイ人の比丘 ･比丘尼から沙弥尼出家を受けたケースな

ど,さまざまなケースが含まれるが,ここでは,特にタイ国内における沙弥尼出家拡

大の重要な機会を提供 したと考えられる2つの動向について検討する0

1 ヤソー トーン県の老比丘による沙弥尼出家の拡大

2003年11月,東北タイ ･ヤソー トーン県の中心部からそれ程遠 くない農村の寺の住

職 トーンムーン ･ティーラパンノー比丘 (Th6ngm血nDhrapa色白oBhikkhu;1934年生

まれ)は,自分の寺のメ-チ- (出家 ･受戒後,タンマミツタ-(Dhammamitta;1956

年生まれ)沙弥尼 ･比丘尼 と名乗るO煩雑になるのを避けるため,以下,出家以前の

段階についても彼女を ｢タンマミッタ-｣と呼ぶ)に自ら沙弥戒を与え,沙弥尼 とし

て出家させた｡これを契機に, トーンムーンによるタイ人メ-チ-の沙弥尼出家は,

2006年頃まで徐々に拡大することになる｡ トーンムーンが沙弥尼出家に踏み切った背

景には,タンマミッタ-がタンマナンタ-の寺で出家支援を得られなかったことがあ

る(24)｡

2003年3月, トーンムーンは,バンコク近郊のナコンパ トムにあるタンマナンタ-

の寺ワット･ソンタムまでタンマミツタ一に同行し,ちょうど寺を留守にしていたタ

ンマナンタ一にタンマミツタ-を預かってもらうよう置き手紙を残して,ヤソー トー

ンに戻った｡ トーンムーンは,タンマナンタ-の寺にスリランカ人の比丘尼が来て,

タンマミッタ-を沙弥尼に出家させて くれるものと信じていた｡しかし,その後 4カ

月が経過しても,タンマミッタ-の出家は実現 しなかった｡不審に思った トーンムー

ンは,再びナコンパ トムのワット･ソンタムを訪ね,タンマナンタ一にその理由を尋

ねた｡当時,タンマナンタ-は,まだ比丘尼になったばかりで,自分は沙弥尼を出家

させる資格がないが,律によると,安居10年以上を経た比丘および安居12年以上を経

た比丘尼は,授戒師となることができると説明し,｢ルアン ･ポー 〔トーンムーンの

こと〕が出家させたいなら,自分ですればよい｣と述べた｡ トーンムーンは,タンマ

ミッタ-をヤソー トーンに連れ帰 り,比丘尼受戒再開に関してタンマナンタ-や上院
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女性問題小委員会が作成 した小冊子 (｢タイにおける比丘尼受戒｣),三蔵などを自分

で読み,自分が授戒師となる確信を深め,2003年11月,自分の寺で友人の比丘 2名と

ともに出家式を行い,タンマミツタ-を沙弥尼として出家させた｡

トーンムーンは,タイ ･サンガから授戒師としての地位を認定されていなかったが,

律の規定上,沙弥 ･沙弥尼を出家させることができる要件を満たしていた(25)｡ トー

ンムーンの寺は,単に僧侶が修行生活を送るための住居 としている場 (Thai:samnak-

song)に過ぎず,受戒式などの僧院儀礼を行うための戒壇のある布薩堂を備えていな

かった｡しかし,沙弥戒十戒を与えるのみならば,長老の比丘 1名が場所を選ばず行

うことができた｡

トーンムーンの言によれば,彼が沙弥尼出家を実行できた理由は,十分な出家年数

がある一方で,タイ ･サンガから郡管区長 ･県管区長 ･授戒師などの地位に任命され

た り,プラ ･クルーなどの僧位のタイ トル (Thai:samanasak)を与えられたりして

いなかったからだという｡ これらの地位やタイ トルの保持者は,上役からその地位や

タイ トルを剥奪されるかもしれないという圧力がかかる恐れがあるので,大胆な行動

はできないが,何も持たない自分だからこそ,沙弥尼出家 という大胆な新しい試みが

できたのだとトーンムーンは言う(26)｡彼は,2人のメ-チ- (タンマミッタ-とス

ケーター,スケーターについては後述)を沙弥尼出家させた後も,タイ ･サンガから

の圧力や尋問を受けたことは一度もないと言い,一部の寺の住職は,むしろ彼の行為

を支持しており,郡管区長や県管区長も,彼の行為を容認 しているという[¶16ngmdn

2004:interview]0

タンマミッタ-の沙弥尼出家に続いて,ざらにもう1人のメ-チ- (出家 ･受戒後,

スケーター(Sukhetta;1969年生まれ)沙弥尼 ･比丘尼 と名乗る｡煩雑になるのを避け

るため,以下,出家以前の段階についても彼女を ｢スケーター｣と呼ぶ)も, トーン

ムーンを頼って沙弥尼出家の機会を得た｡スケーターは,ワット･ソンタムで2002年

雨安居の トレーニング ･コースを受けたメ-チ-の 1人である｡ 彼女は,コースの前

後合わせて約 1年間,ワット･ソンタムに留まり,タンマナンタ一による沙弥尼出家

の許可 と支援を待っていた｡スケーターは, トーンムーンがタンマミッタ-をワッ

ト･ソンタムに連れてきたときに,2人を出迎え,以来,タンマミッタ-がワット･

ソンタム滞在中の4カ月間をともに過ごしていた｡スケーターは,タンマミッタ-が

ワット･ソンタムを去った後に, トーンムーンが彼女を沙弥尼に出家させたことを知

り,ヤソー トーンを訪ねたのである｡

タイ ･サンガは,1920年代末に比丘尼サンガ復興運動が高揚した際,タイ ･サンガ
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の成員である比丘 ･沙弥に対し,女性を沙弥尼 ･式叉摩那 ･比丘尼 として出家 ･受戒

させることを禁じたサンカラー ト (Thai:sangkharaLi;タイ ･サンガの首長 ･最高位

の比丘)布告を発布しているので, トーンムーンの行為は,サンカラー ト布告に反す

るものとして,審問を受ける可能性を秘めていた｡また,出家させる対象の性別に関

わりなく,タイ ･サンガから授戒師の資格を認定されていないにもかかわらず,授戒

師として,何らかの人物を出家させるならば,サンガ法違反に問われうる [Ito1999:

153,血.47;Sripariyatdmoli2002:interview].しか し,その後 も, トーンムーンの沙

弥尼出家は継続 したが,タイ ･サンガからの圧力は受けていない｡

他方,タイ人女性が沙弥尼出家 ･比丘尼受戒することそのものは,タイ ･サンガな

いしタイ国家の法律によって禁止 ･処罰される行為ではないので,律の規定に即した

出家 ･授戒儀礼を行えば,彼女たちの出家 ･受戒は成立することになる(27)｡彼女た

ちの出家 ･受戒は,律の観点からすれば,｢正統｣な手続きを経ており,彼女たちは

｢正統な出家者｣と捉えることができるはずであるが,タイにおける ｢正統｣な律の

解釈を独占するサンガが彼女たちの出家 ･受戒の ｢正統性｣を認定 していないため,

彼女たちはタイ ･サンガの成員としての出家者になったとはみなされない｡中世日本

史の仏教用語を借用するならば,タイ ･サンガの成員である沙弥 ･比丘は ｢官僧｣,

独自の律の解釈のみに依拠して出家 ･受戒した沙弥尼 ･比丘尼はいわば ｢私度僧｣と

いうことになる｡ それゆえ,彼女たちの社会的立場は,極めて不安定なものとならざ

るをえない [cf.ItoFor仇coming]｡

沙弥尼 ･比丘尼の地位がタイ ･サンガの一員として保証されない状況において,タ

イと同じ上座部仏教の伝統を継承 し,かつ現代に比丘尼サンガを復興 ･定着させたス

リランカで沙弥尼出家 ･比丘尼受戒をすること (あるいは来タイしたスリランカ人比

丘 ･比丘尼から出家 ･受戒すること)は,タイ人女性が自身の出家 ･受戒の正統性を

確保する上では,理想的であると考えられる｡ しかし,スリランカ人の師僧 との英語

によるコミュニケーションや海外渡航の費用工面に大きな不安を抱えたタイ人のメ-

チ一にとって,タイにおいて,タイ人の比丘から沙弥尼出家の機会を得られるという

ことは,より現実的で望ましいことであった｡タイで沙弥尼出家 ･比丘尼受戒が拡大

するためには, トーンムーンのような比丘の存在が不可欠な要素の 1つであったとい

える｡

しかし,これまでのところ, トーンムーンのもとには,沙弥尼のコミュニティは形

成されていない｡ トーンムーンの寺の規模は,比較的小さく,沙弥尼が居住するため

の僧房が十分に整えられていない｡ヤソー トーン出身のタンマミツタ-は,両親が所
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有する土地に僧房を建て修行の拠点とし,儀礼等の際にトーンムーンの寺を訪れてい

る｡その後に沙弥尼になった女性たちも, トーンムーンの寺では,沙弥尼出家の儀礼

のみを行い,それぞれが修行生活の拠点とする寺に戻っていった｡その結果,ヤソー

トーンには,拠点となる女性出家者のコミュニティが形成されなかったが,半面で,

タイの東北部 ･北部 ･中部 ･南部の各地に黄衣を着用する沙弥尼 ･比丘尼が点在し,

周辺住民に対し女性の出家 ･受戒についての再認識を迫る役割を果たしているという

lRattan豆vali2006:interview]｡

2 ｢傑出した女性仏教徒賞｣授賞式によるネットワーク

タイのメ-チ-が沙弥尼出家 ･比丘尼受戒を実現する上で,重要な役割を果たして

いる団体の 1つが,｢傑出した女性仏教徒賞｣委員会である｡

｢傑出した女性仏教徒賞｣の授賞は,2002年 3月8日,国際婦人デーに開始され

た(28)｡同賞は,2001年 6月にスリランカで沙弥尼出家したばかりのタイ人沙弥尼 (当

時)ラタナ-ワリ- (Rattanavali;1960年生まれ｡2006年 3月以降,比丘尼)と,ア

メリカで受戒 したアメリカ人比丘尼レウラ･ナオミ (LeuraNaomi;1960年生まれ｡

タイでは通称 ｢ドクター ･リー｣ Dr.Leeとして知られているため,以下,彼女を

｢リー｣と呼ぶ)が中心となり,マヒドン大学人文学科助教授のタウイ-ワット･プ

ンタリックウイワット (TavivatPuntarigvivat)の協力を得て,創設された｡その創

設のきっかけは,ラタナ-ワリーの発案によるものであった｡

ラタナ-ワリーによると,｢タイとその周辺諸国の女性たちは,仏法を学んだり,

際想して自己を見つめたりする機会に乏しいO女性たちは,自分自身と家族の生計を

立てるため,家庭の内外で常に働き通しである｡ そして,女性たちが苦労して獲得し

た現金収入の一部は,寺の建設や僧侶の教育のための資金として献ぜられることにも

なる｡ 比丘や沙弥を含め男性は,女性を使って何かを成 し遂げ,さまざまな栄誉を受

けているにもかかわらず,誰も女性を褒め称えようとはしない｡仏教のために寄与し

たタイ国内外の比丘尼 ･沙弥尼 ･メ-チ一 ･在家女性に対して授賞することによって,

女性に価値があり,能力があることを示し,女性の働きが社会の評価を受けるに値す

るものであることを示したい｣と考えたという [Rattanavali2006:interview](29)o

毎年3月8日の国連女性の日の前後に行われる ｢傑出した女性仏教徒賞｣の授賞式

は,女性を顕彰するという当初の目的に寄与しただけでなく,タイにおける沙弥尼出

家 ･比丘尼受戒拡大に向けて,さまざまなネットワーク化の機会として機能 した｡

タイ人女性の沙弥尼出家は,特定の団体が独占的に行っているものではなかったの
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で,沙弥尼 となったタイ人女性たちの間に,必ずしも協力関係が存在していたわけで

はなかった｡ラタナ-ワリーは,さまざまな場所や授戒師によって出家したタイ人の

沙弥尼たちをすべてこの授賞式の場に招待し,ネットワーク化をはかった｡また,タ

イ人の比丘によってタイで出家したタイ人沙弥尼にとって,その後の比丘尼受戒を実

現するためには,授戒資格を持った海外の比丘尼 との連絡が必要になるため,受賞者

として来タイする外国人の比丘尼 と,授賞式の場で,直接,顔を合わせ,知遇を得る

ことができるということは,非常に大きな意味を持っていた｡2006年 3月の授賞式の

後には,異なる機会に沙弥尼出家を果たした3名のタイ人沙弥尼ラタナ-ワリー,シ

ラナンタ- (P豆1i:Silananda-;Thai:Silanantha-),タンマミッタ-が,カンボジアの

比丘と台湾 ･スリランカの比丘尼が加わった国際サンガによる受戒式を行い,比丘尼

受戒を実現している [Rattan豆vali2006:interview]｡

さらに,ラタナ-ワリーは,タイ各地にあるメ-チ-の尼僧院や多数のメ-チ-が

居住する寺に招待状を出し,授賞式への参加を呼びかけた｡ラタナ-ワリーによると,

大多数のメ-チ-は,比丘尼や沙弥尼という女性出家者の姿を実際に見たことがない

ため,｢上座部の比丘尼は数百年前に既に滅びてしまったので,現代の女性は比丘尼

になることはできない｣という旧来の思考枠組みを離れることができないという｡ ラ

タナ-ワリーは,この授賞式に参加 し,沙弥尼出家に意欲を示したメ-チ一には,そ

の動機や条件などを勘案 した上で,ヤソー トーンでの出家を斡旋 している｡ ヤソー ト

ーンでは,2003年11月のタンマミッタ-の沙弥尼出家以来,2007年 3月までに,13名

のメ-チ-が沙弥尼出家を実現しており, トーンムーンとラタナ-ワリーの連携は,

タイ人女性の沙弥尼出家の拡大に大きく貢献 してきたといえる [Rattanavali2007:

emailcorrespondence]0

Ⅳ 運動の後退とゆるやかな進展

上述の通 り,タイの女性たちの沙弥尼出家は,タイ ･サンガやタイ政府,あるいは

何らかの団体が排他的 ･独占的に行ったものではなく,律の基準,スリランカの前例,

沙弥 ･比丘の出家 ･受戒手続きとしてタイで慣れ親 しんできた慣例などを参照しなが

ら,｢手続き｣としての出家儀礼を行ったものであった｡そして,沙弥尼 ･比丘尼 と

なった女性たちは,従来,タイの女性が手にすることができなかった ｢黄衣｣という

出家者のシンボルを身にまとい,｢出家者｣としての役割を自任できるようになった(30)0

沙弥尼 ･比丘尼たちの ｢出家者｣としての地位は,在家 ･出家 という身分の区別を
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持つ仏教において,一般在家信徒や八戒の修行者の地位 と比べ,明確に宗教ヒエラル

ヒ-の上位にあることを意味する｡ 一般のタイ人の中には,黄衣の女性について ｢奇

妙だ｡女性はやはりメ-チ-ではないのか｣という声が少なくないものの,沙弥尼 ･

比丘尼が居住する寺の周辺住民は,必ずしも彼女たちに対し敵対的態度を取っていな

い｡沙弥尼 ･比丘尼が拠点とする寺院とその周辺で筆者が目にした限り,彼らは,当

然のように,托鉢のため村内を巡る沙弥尼 ･比丘尼たちに食事を供 し,彼女たちの元

に供物を持って訪ね,祝福を請い,宗教上のアドバイスを受ける｡大多数のタイ仏教

徒が沙弥尼 ･比丘尼 という女性出家者を目にしたことがないにもかかわらず,彼女た

ちが着用する黄衣によって,彼女たちが何者かを瞬時に理解する｡人々は,説明を受
こつじき

けるまでもな く,彼女たちが比丘や沙弥 と同じように乞食によって修行生活を送る

｢出家者｣であり,比丘や沙弥と同じマナーで接するべき存在であることを理解し,

その理解を行動で示 している [cf.Ito2006]｡また,沙弥尼 ･比丘尼になった女性た

ちは,メ-チ-の頃と比べ,在家者から受ける金銭的支援が増加 したと述べている(31)0

しかし,タイにおける比丘尼サンガ復興運動は,スリランカのように,着実に定着

にむけて進展 しているとはいいがたい｡と同時に,完全に行き詰ってしまったともい

えない情況を呈している｡ 次に,運動の後退局面 とゆるやかな進展状況について検討

したい｡

1 沙弥尼出家 ･比丘尼受戒の後退

2004年ごろから,一般のタイ ･メディアによる比丘尼関連の報道は,急速に減少し

た(32)｡その一因として考えられるのは,タイ ･サンガによる女性の沙弥尼出家 ･比

丘尼受戒への積極的支援がないことため,その動きに急速な進展が見られないことで

ある｡ さらに,比丘尼サンガ復興を積極的に支援 してきたラビアップラット･ポンパ

ーニット上院議員が,北タイで激 しいネガティブ ･キャンペーンの対象となって,辛

実上,比丘尼サンガ復興運動から撤退する結果となったことが,運動にとって 1つの

打撃になったと考えられる｡

2004年 7月,ラビアップラットは,仏舎利を奉納するチェンマイの名利ワット･プ

ラ･タ- ト･ド-イ ･ステープに,女性がチェ-ディー (仏塔)の中に入って仏舎利

を拝観することを禁ずる伝統的な規則があることに気づき,国家仏教管理局 (National

BuddhismOffice;¶lai:Samnak-nga-n♪hutthasa-tsana-ha-engcha-i)に対 し,その規則

が憲法第40条に定められた女性差別禁止に抵触するので,廃止を検討するよう,要望

した(33)｡古来,北タイでは,｢女性の身体 と月経が仏舎利から聖性を奪う｣と考えら
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れ,北タイの女性たちはこの伝統を守ってきたという [Nation,4July2007]｡ラビア

ップラットの要請に対し,北タイ仏教徒のグループは激 しく抵抗 し,ラビアップラッ

トの弾劾を求める5万件の署名を集め,さらに彼女の自宅には彼女が北タイに来たら

殺すという脅迫電話もあった｡結局,ラビアップラットは,彼女のコメントを取 り下

げ,北タイ仏教徒に謝罪した [BangkokPost,8July2007](34).

この一件は,比丘尼サンガ復興運動 とは直接のかかわりがなかったものの,比丘尼

サンガ復興運動をともにリー ドしてきた協同者たちが北タイの一件で批判の矢面に立

たされたラビアップラットを支持する声明を出さず,逆に比丘尼運動-の波及を恐れ

て中立的な立場を示 した ことに,ラビアップラッ トは強い失望を感 じた とい う

[Rabiaprat2004b:interview].上院小委員会を通じて,比丘尼サンガ復興への支持を

求めて発言したり,比丘尼サンガ復興に関する小冊子,CDの作成 ･無料配布,地方

各地での意見交換会を開催 したりするなど,積極的な役割を果たしてきたラビアップ

ラットの支援が失われたことによって,比丘尼サンガ復興運動が一時の勢いを失った

ことは否めない(35)｡

さらに,2005年 5月に筆者がタイを訪問した際には,さまざまな社会的困難に直面

し,メ-チ一に戻ることを選択する沙弥尼 ･比丘尼が出現していた｡自分自身の尼僧

院か,あるいは親族の敷地内に自分の僧房を持ち,独立した修行生活を送ることがで

きるケースを除 くと,沙弥尼 ･比丘尼たちは,彼女たちの出家 ･受戒の意義を理解し,

彼女たちの共住を許容できるタイの比丘,中国仏教の比丘尼,女性修行者らが住職 ･

代表を務める寺院 ･尼僧院等に居候せざるを得ない｡ 後者の場合,何らかの トラブル

から,沙弥尼 ･比丘尼としての出家 ･受戒の正統性を問題にする有力者が現れると,

その寺院ないし尼僧院を立ち去らざるを得なくなる｡ 不運なケースでは, トラブルの

ために複数の寺院 ･尼僧院を転々とし,最終的にはメ-チ一に戻った例もある｡

また,メ-チ一時代に指導に当たって くれた師や先輩のメ-チ一,在家者の支援者

などの了解を得ることなく,沙弥尼出家 ･比丘尼受戒を行った場合には,訪問 ･面会

する相手に応じて,黄衣 と白衣を取 り替えて応対する例もあった｡従来属 してきたメ

-チ-のコミュニティとの摩擦 ･対立を経験 し,比丘尼受戒の理念や目的に強い確信

がない場合には,沙弥尼出家後 1年を待たずに,メ-チ一に戻ったケースもあった｡

こうした例の中には,比較的高学歴の沙弥尼 ･比丘尼も含まれているが,中学校卒の

女性で,自分の立場を明確に説明できず,周囲との乱蝶に耐えかねて,黄衣を放棄 し

てしまった例も含まれている｡比丘尼サンガ復興運動の支援者の中には,学歴等を問

題にせず,なるべ く多数のメ-チ-を沙弥尼 として出家させるべきだという意見を持
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つものも存在するが,ヤソー トーンのグループも,学歴や修行者としての資質を十分

見極めることなく,沙弥尼出家を斡旋することには慎重である｡本稿の冒頭にも述べ

たとおり,2008年2月までに筆者が確認できた範囲では,沙弥尼出家を受けたタイ人

女性38名のうち,16名がメ-チ一に復帰 している｡タイにおける沙弥尼出家 ･比丘尼

受戒は,決して順調に拡大しているとはいえないのである｡

2 運動のゆるやかな進展

半面で,2003年までに沙弥尼出家を果たした女性たちの中には,比丘尼受戒の要件

として律に定められた2年間の トレーニング期間を終え,比丘尼受戒の段階に進むも

のもいる｡その中には,タイの中で,外国人のサンガによって受戒式を行うものもい

れば,スリランカへの渡航費を工面 し,スリランカの比丘尼の下で数年間の修行経験

を経た後に,受戒式を行ったものもいる｡律の規定によると,12回の安居を経た比丘

尼は,授戒師となる資格を得るので,2003年2月にスリランカで受戒したタンマナン

タ-比丘尼,2006年3月にタイで受戒 したラタナ-ワリー,シラナンタ一,タンマミ

ツタ-比丘尼,2006年にスリランカで受戒したスケーター比丘尼らが,比丘尼 として

の修行年数を重ねた後には,比丘尼サンガ復興運動がタイで新たな展開を見せる可能

性も考えられる｡

また,2006年前後には,北タイ ･チェンマイ郊外にあるニコーラタ-ラーム尼僧院

のメ-チ-13名が沙弥尼 として出家し,タイ人沙弥尼の増加に著しく貢献した｡この

尼僧院の尼僧院長 (沙弥尼出家後,ナンタヤーニー沙弥尼 と名乗る)は,尼僧院に居

住する弟子のメ-チ-たちを連れて,スリランカに渡航し,いっせいに沙弥尼出家を

実現 した という [Rattanavali2006:interview]O筆者は,これまでのところ,ニコー

ラタ-ラームの沙弥尼 と直接会ってインタヴュー調査を行う機会を得ていないが,タ

ンマナンタ-が刊行 しているニューズレター 『ヤソーダラー』によると,ナンタヤー

ニーは,2008年雨安居にスリランカから自分の尼僧院に比丘尼の授戒師と通訳を招き,

律に従って雨安居の間の僧院儀礼をともにしており,チェンマイだけで,2008年10月

現在,少な くとも35名の比丘尼 ･沙弥尼が存在す るとい う [Yasodhwa10ctober-

December2008:11]｡ただし,このニューズレターの記事では,35名のうちの比丘

尼 ･沙弥尼それぞれの人数やタイ人女性の人数などは明らかにされていない｡そのた

め,筆者が本稿の冒頭に挙げた2008年 2月までのタイ人比丘尼 ･沙弥尼の人数には,

前出のラタナ-ワリーのインタヴュー [2006]に基づき,こコーラタ-ラーム尼僧院

の沙弥尼 (当時)の人数を含めているものの,同尼僧院における2008年雨安居以降の
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出家 ･受戒など動向を反映していない｡タイ ･サンガがタイ人女性の沙弥尼出家 ･比

丘尼受戒を実施しておらず,一般の比丘の寺やメ-チ-の尼僧院に黄衣の沙弥尼 ･比

丘尼が安定 して居住するのが困難な現状では,メ-チ-のみで独立した尼僧院を持っ

ているグループが集団沙弥尼出家を行った場合には,沙弥尼出家の拡大に貢献する可

能性があることを示している(36)0

お わ り に

本稿では,2001年 2月,チャスマ-ン ･カビラシンの沙弥尼出家以降のタイにおけ

る比丘尼サンガ復興運動の展開をたどり,タイの女性たちの沙弥尼出家 ･比丘尼受戒

が,決してタイ ･サンガの全面的支援によって行われているものではなく,律の規定

に即した授戒資格を持つ国内外の比丘 ･比丘尼によって,私的に企画された儀礼を経

て行われていることを示した｡現代タイにおいて,男性が沙弥 ･比丘 として出家 ･受

戒することは,出家 ･受戒の正当性を排他的 ･独占的に保有した国家サンガの成員に

なることと同義であるが,近年のタイ女性による沙弥尼出家 ･比丘尼受戒は,男性の

出家 ･受戒のように,国家サンガによって執行されたものではなく,国家サンガによ

ってその成員としての地位が保証されたものではないのである｡また,現在のタイ比

丘尼サンガ復興 ･比丘尼受戒再開に関して,タンマナンタ-の知名度が傑出している

が,タイ人女性の出家 ･受戒の回路は,タンマナンタ-が独占的 ･組織的に管理して

いるものではない｡ タンマナンタ-の支援が得られないメ-チ-や在家女性たちは,

タイ国内やスリランカにおける出家 ･受戒の機会を求めで情報交換を行い,ゆるやか

なネットワークを形成 していった｡タイにおける女性の沙弥尼出家 ･比丘尼受戒は,

未だ制度化されておらず,問題関心を共有する女性たちとその支援者たちの社会運動

として展開していると捉えることができよう｡

確かに,白衣を着用 して八戒を守るメ-チ-も,227戒の具足戒を守る比丘も,同

様に朝夕の読経,院想,教理学習,在家信徒のカウンセリング,午後の食事や異性 と

の接触を行わないなど,日常的な僧院生活に大きな違いは見られない｡理念的には,

両者はともに,仏教の教えに従い,苦しみを滅ぼすという目的に向かって,修行を重

ねているという点で,共通している｡しかし,仏教徒の原則的4カテゴリーである四
うばそく うばい

栄 (比丘 ･比丘尼 ･優婆塞 ･優婆夷)の中では,出家者は比丘 と比丘尼であり,女性

出家者の比丘尼は失われたとされ,女性は実質的な出家修行生活を望む場合でも,荏

家の優婆夷とみなされる｡ メ-チ-は,在家女性修行者の一形態 とみなされることか
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ら,メ-チ一に対する布施は,比丘 ･沙弥に対する布施 と同等の功徳の源泉にならな

いとみなされ,むしろ比丘 ･沙弥に奉仕することはメ-チ一にとって功徳になると考

えられている [cook1981:141-142;Falk2007:141]Oただ し,仏教の教理上,出

家 ･在家,ジェンダーの違いに関わりなく,浬磐という宗教上の目標の到達は可能で

あるとされているため,女性が比丘尼という出家者の地位につくことなく,メ-チ-

として修行生活を送っても,究極的な目標の達成には支障がないとされる｡その結果,

メ-チ-は,例外的に個人的力量が秀でたものを除けば,一般に比丘と比べ,十分な

布施を受けることなく,寺に居住させてもらうことの代償として,寺での食事の準備

や花 ･線香 ･ロウソクなどの供物の販売など,比丘 ･沙弥が行わない非宗教的任務を

果たすことが期待されるのである [cf.Ito2007a]｡こうした出家修行生活の条件は,

比丘 とメ-チ-が決して対等でないことを示している｡

本稿では,紙幅の制約上,詳しい検討ができなかったが,筆者がインタヴューした

11名のタイ人沙弥尼 ･比丘尼は,いずれも,決して世俗の社会で全 く身寄りがなく宗

教施設以外に行き場のない女性たちではなく,多少の金銭的裏づけと才覚,学歴を備

えていた｡タンマナンタ-と彼女の元で在家の状態から沙弥尼出家を果たした女性 1

名を除くと,その他 9名は,いずれも,本稿で引用したメ-チ一によるメ-チ-の3

類型の中の ｢ミドルクラス｣に相当するメ-チ-出身者であったといえる｡ また,筆

者がインタヴューした沙弥尼 ･比丘尼のうち,タンマナンタ-を除く10名の中で,高

卒の1名と学歴の詳細を明らかにしなかった2名を除くと,7名いずれもが少なくと

も大学教育を終了しており,さらにそのうち4名は大学院修士課程に進学している｡

筆者がインタヴューの機会を得られなかった沙弥尼 ･比丘尼のうち,ラタナ-ワリー

がヤソートーンでの出家を斡旋した沙弥尼の中には,高卒に満たないものも含まれて

いたという [Rattan豆vali2006.･interview]が,出家後の批判や困難に耐えて,現在ま

で黄衣に留まっている沙弥尼 ･比丘尼は,総じて,比較的高学歴であるといってよい｡

さらに重要であると考えられる点は,筆者がインタヴューした沙弥尼 ･比丘尼の多

くが,タイ国内外にある既存のフェミニズム思想の影響よりも,むしろ,家庭生活や

僧院生活における女性としての自らの体験をもとに,比丘尼受戒再開に期待感を抱き,

共鳴していたという点である｡ タイの比丘尼サンガ復興運動をリードする沙弥尼 ･比

丘尼は,確かに一般の在家女性 ･メ-チ-と比べ,かなり高学歴であるものの,突出

した学歴 ･教養 ･経済的裏づけを持つタンマナンタ-の人物像から類推されるべきで

はなく,メ-チ-としての現状について強い問題意識を持つメ-チ-出身者であるこ

とを強調したい｡
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タイの中でも,比丘尼サンガ復興運動に懐疑的立場をとる理由として,比丘尼とい

う地位や黄衣という出家者の視覚的シンボルは,修行生活における宗教的な目標と比

べれば,非本質的な ｢単なる形式｣に過ぎないという点がしばしば指摘される｡ そし

て,その ｢形式｣は,それを所持するものに,尊敬を受けるべき地位や経済的メリッ

トなどの世俗的な利点をもたらすがゆえに,仏教の教理上,克服すべき課題である

｢執着｣の対象物になりうることを指摘する比丘や女性修行者も存在する [cf.Ito1999:

164-165,2004a,2007a;Seeger2006]｡インタヴューの中で,黄衣を選択 した動機 と

して,あからさまに社会的地位や経済的メリットを挙げた沙弥尼 ･比丘尼の例はなく,

本稿において彼女たちの真意を憶測することも妥当ではない｡同様に,比丘尼サンガ

復興を支持する人々の動機の中に,仏教史上の歴史的大改革の担い手として名を刻も

うとする功名心が,また,運動を批判する人々の心情の中に,男尊女卑の発想やフェ

ミニスト嫌い,自身に与えられた既存の地位に安住したいという思い,前例のない新

しい試みに対する不審の念,無用なトラブルに巻き込まれるよりも現状の安定を選択

したいという思いなどが潜んでいたとしても,決して不思議ではない｡仮にインタヴ

ュー調査の中で,こうした動機や心情を示唆すると考えられる発言があったとしても,

学術論文において,それらを採 り上げる際には,発言者の名誉を尊重するための慎重

な配慮が求められるであろう｡

こうした状況を勘案すれば,しばしば比丘尼サンガ復興の是非をめぐる論拠として

挙げられる市民的権利としての男女平等,仏教の思想的基盤,複雑な戒律上の手続き,

仏教史における歴史的経緯などは,それが比丘尼サンガ復興を是とするためのもので

あっても,非とするためのものであっても,心情的 ･政治的判断の後付的根拠として

用いることが十分に可能であると考えられる｡タイの宗教的権威である国家サンガが

比丘尼サンガ復興を全面的に支持しておらず,影響力のある高僧がさまざまな理論的

根拠を挙げて否定的見解を示す中,社会的リスクを犯して新たな試みに着手した少数

の沙弥尼 ･比丘尼の選択を ｢非本質的な形式に対する執着｣として批判的に論じるこ

とは,必ずしも論者の客観性を保証することにはならない｡社会の大勢を占める多数

派の見解とその論拠について十分批判的に検討することなく,研究者がそれらの議論

に乗じる姿勢は,かえって疑問に感じられる｡

ラオス ･タイ ･ビルマの仏教に詳しい知人の 1人は,女性の比丘尼受戒を支持し,

次のように述べている｡｢女性が男性の僧侶 と同じ地位を示す衣を身に着けるのは,

喜ばしいことである｡黄衣は,単に対等な地位を示すだけでなく,尊厳の社会的認知

である｡ それは,決して我欲を満たすためではなく,すべての人にとって良い結果を
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もたらす正しい社会関係のためのものである｣[Nalongsak2008:emailcorrespondence],

と｡本稿の結びとして,比丘尼復興をめぐって問われるべきことは,当事者となる女

性出家修行者の意識の問題だけではなく,彼女たちに対する仏教社会の態度でもある

ことを指摘 したい｡

注

(1) 2007年ハンブルク会議での報告原稿は,筆者の論文 [ItoForthcoming]も含め,

WisdomPublicationsから近刊予定である｡また,ワラ-ポーンの博士論文は,本稿

執筆までに入手することができなかったため,未見である｡

(2) タイ国外における上座部比丘尼サンガ復興運動に関しては,現代上座部仏教におい

て初めて比丘尼サンガを社会的に定着させたスリランカの事例について,Abeysekara

[1999],Li[2000],Salgado[2000],DeSilva[2004],Kieffer-P也ll[2005],

H也sken[2006],Cheng[2007]などがその詳細を論じているo また,ビルマ (ミャ

ンマー)については,川並宏子氏がスリランカで具足戒を受戒 したビルマ人比丘尼が

国外退去させられた例などを挙げ,在来の女性修行者ティラシンの反応を論じている

[Kawanami2007]｡川並氏は,ビルマの例に基づき,日本語でも比丘尼復興運動に言

及 した論考を刊行している [川並 2007]｡カンボジア ･ラオス出身の女性で上座部比

丘尼となった例を筆者は知らない｡スリランカ ･欧米等で受戒したベ トナム ･マレー

シア ･インドネシア出身の上座部比丘尼とは,サキャディータ-国際女性仏教徒会議

等の機会に面識を得たので,これらの国々の女性に上座部比丘尼受戒が波及している

とはいえるが,これをテーマとした研究論文の存在を筆者は心得ていない｡また,上

座部仏教における比丘尼サンガ復興運動は,比丘尼サンガが今日まで伝承されなかっ

たとぎれるチベット仏教における比丘尼サンガ創設 ･公認を求める動きとも,連動し,

理念を共有している｡ここでは詳細について触れないが,宗派 ･国家 ･人種を横断し

た比丘尼サンガ復興運動の国際ネットワークに関しては,サキャディータ-国際女性

仏教徒会議や2007年ハンブルク会議のウェブサイ ト,それらの会議で発表されたペー

パー,また筆者の論考 [伊藤 2008]などを参照されたい｡

(3) ただし, トムリンの論文は,タンマナンタ-ではなく,後述する ｢傑出した女性仏

教徒賞｣のグループを主要なインフォーマントとしているが,全般的に売春やHIV

などタイ社会において女性 とかかわる問題と女性宗教指導者の必要性を指摘した内容

になっている [Tomlin2006]o

(4) タイ人の沙弥尼出家者 ･比丘尼受戒者の人数に関しては,正確な統計は存在しない｡

それぞれの沙弥尼 ･比丘尼がタイ国内 ･スリランカ等において独自に出家 ･受戒の機

会を求め,それを実現してきたため,彼女たちの出家 ･受戒を集中的に管理 ･統制す

る機関は存在しない｡ここに上げた数値は,筆者が聞き取 り調査を行ったグループが
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直接 ･間接に把握 した沙弥尼出家者 ･比丘尼受戒者の人数を総計したものである｡ な

お,より正確に言えば,沙弥尼出家 した女性のうちの15名が沙弥尼からメ-チ一に復

帰 し,沙弥尼からさらに比丘尼受戒を経た女性 7名のうちの 1名がメ-チ一に戻っ

ている｡ それゆえ,2008年 2月現在,タイ人の上座部仏教の比丘尼は6名,秒弥尼

は16名存在 してい る｡ ただ し,ここには,ウオラマイ比丘尼 (Ⅵ)ramaiKabilsingh

Bhikkhuni)やコークミ-比丘尼 (Dr.GotamTPremSuksawatBhikkhunT)など,タン

マナンタ-の沙弥尼出家以前に受戒 した比丘尼は含まれていない｡

(5) タイ上座部仏教における比丘尼サンガ復興運動に関連 して,筆者は既に別稿にて,

1920年代以降のタイで起こった女性修行者の地位向上運動について [Ito1999],また,

比丘尼出家を果たしたタイ人女性たちが必ずしも公的にその地位を認定されていない

点に着目して出家の正当性の問題について [ItoFor仇coming],論じてきた｡また,

進行中のタイ比丘尼サンガ復興運動に関 して,現状報告を行った英文の小論 [Ito

2004a,2004b,2006]を刊行 した｡

(6) タイ語では,一般の在家の生活を送るものが,出家修行生活に入ることを ｢ブアッ

ト (buat)｣ といい,在家生活を完全に離れてメ-チ-となることも,沙弥 ･比丘尼

なることも,すべて ｢ブアット｣という｡ しかし,厳密には,仏教では,沙弥 ･沙弥

尼 になること (すなわち在家生活 を離れて見習いの出家者 になること;P弧

Pabba}1'a-;¶1ai:banbhach丘) と,比丘 ･比丘尼 にな ること (すなわちサ ンガの承

認 を得て具足戒 を授か り一人前の出家者 とな ること;P豆li:upasampadaA;Thai:

uj)asombot)を区別する｡ 女性の比丘尼受戒再開までの過程においても,この区別は

意味を持つので,本稿では,沙弥尼になることを ｢出家｣,比丘尼になることを ｢受

戒｣と呼ぶ｡詳細については,佐々木閑 [1999:47-51]参照｡

(7) 仏教の出家者の衣は,布を裁断 し,細かい布片を水田の形 を模 して返 し針でつ

なぎ合わせ,パ ッチワークにしなければならないとされる [cf.久馬 2000]｡これに

対 し,ダサシルマ一夕-の衣は,縫い目のない 1枚の布である [Supheshal云2008:

interview](スぺ-シャラー比丘尼はスリランカ人で,比丘尼になる前はダサシルマ

一夕-を経験 している)｡ダサシルマ一夕一については,多数の研究があるが,代表

的なものとしてはBartholomeusz[1994]参照｡Bartholomeuszは,在家 とも,出家

ともいいがたいダ サシルマ一夕-を指して,｢在家の尼僧 (laynun)｣ と呼んでいるO

ダサシルマ一夕-は,完全な出家者の地位を持たないという点では,タイのメ-チ一

に類似 しているともいえるが,2008年 2月にスリランカを訪問し,ダサシルマ一夕-

経験のある比丘尼にインタヴュー調査を行ったときの印象では,両者の置かれている

社会的条件は,かなり異なったものと受け止められた｡両者の比較については,いず

れ稿を改めて論じたい｡

(8) 中国における比丘尼サンガの成立に関する研究の 1つとしては,竺沙 [1989],『比
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丘尼伝』の英訳 としては,Tsai[1994]参照｡

(9) イ ン ド･マハ-ボーデ イ協会については,同協会 ウェブサイ ト (h仕p://www.

mahabodhiindia.com/home.htm)参照｡

(10) 筆者がスリランカを訪問した2008年 2月現在,スリランカには,主 として2つのグ

ループが比丘尼受戒を行っており,この数値を挙げたスぺ-シャラー比丘尼は,両グ

ループが行った受戒式の回数 と各回の受戒式で受戒した人数から,比丘尼の人数を約

600名 と推計している｡ 沙弥尼については,それぞれの比丘尼の師僧による許可のみ

によって出家させることができるので,正確な人数は把捉できない｡スリランカでは,

有力なダサシルマ一夕-および比丘尼は,独立 した尼僧院を持ち,一般に4-5名の

若い弟子を持っているので,スぺ-シャラーは,およそ2,500名の沙弥尼がいるもの

と推測 している｡

(ll) 2008年 2月に筆者がスリランカでインタヴューした8名の比丘尼は,いずれも,女

性の比丘尼受戒がすでにスリランカ社会で定着したと述べ,現在,比丘尼になること

は社会的に何の問題もないと述べていた｡

(12) ウオラマイは,中国系の出身ではあるが,タイにある上座部仏教の出家修行生活に

関心を持ったという点では,上座部仏教を信仰 ･実践する仏教徒であった｡チャスマ

-ンによると,ウオラマイの意図としては,台湾で具足戒を受戒 して比丘尼 となり,

タイ上座部仏教の女性の僧侶 となることであったが,彼女の意図はタイ ･サンガの長

老や出家経験のある保守派の仏教知識人にそのまま受け入れられたわけではなかった｡

タイ ･サンガの見解では,上座部の比丘尼は既に滅んでおり,女性が比丘尼になるこ

とはできないというものだったので,台湾で具足戒を受戒 したウオラマイが ｢比丘

尼｣を名乗ることは問題であった｡結局,タイ ･サンガの大長老会議は,彼女が ｢上

座部の比丘尼｣ではな く,｢大乗の比丘尼｣であることを確認 して問題なしと結論づ

けた｡ しかし,チャスマ-ンによると,ウオラマイは大乗仏教の思想について,あま

り理解 していなかったという [Chatsumarn1998:interview;Ito1999:153-155]｡晩

年のウオラマイは,高齢のため,積極的な宗教活動を行 うことができなかったが,

2002年 2月に彼女の寺ワット･ソンタムでタンマラッキタ-沙弥尼の出家式を行った

際には,満面の笑みを浮かべ,｢〔女性出家者が〕100人になってほしい｣ と語ったと

いう [Yasodharal0ct:Dec.2003:7].

(13) カルマ ･レクシェ ･ツオモは,韓国のサンガから具足戒を受戒しチベット仏教の比

丘尼 としてアメリカ合衆国サンディエゴ大学 (UniversityofSanDiego)で教鞭をと

るアメリカ人女性で,2008年 9月現在,サキャディータ-国際女性仏教徒協会会長を

務めている｡ アッヤ ･ケ-マは,スリランカを拠点 として上座部仏教を実践 してきた

ドイツ人女性である｡アツヤ ･ケ-マは1997年に死去し,タンマナンタ- (出家後の

チャスマ-ンの法名)は,1995年にサキャディータ-会議の活動から退いて,近年の
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サキャディータ-会議にはあまり参加 していない [Dhammanand豆2002a:interview]｡

現在のサキャディータ-国際女性仏教徒協会は,カルマ ･レクシェ ･ツオモのリーダ

ーシップのもとに運営されている｡

(14) タンマナンタ-沙弥尼出家時の英語での報道のいくつかは,彼女が刊行しているニ

ューズレター 『ヤソーダラー (YTasodhwa-)』17巻 3号 (2001年 7-9月号)に収録さ

れている｡

(15) いくつかの研究 [cook1981:45-57;高橋 1999:23;Ito1999:150-151;Falk2007:

37-41]が既に指摘 しているとおり,メ-チ-は,事実上の出家生活を送っているも

のの,比丘や沙弥 と同じ ｢出家者｣のカテゴリーに属するとは考えられておらず,

｢在家者｣のカテゴリーに属するとされる｡また,メ-チ一に対する布施は,比丘や

沙弥に対する布施 と同等の功徳になるとは考えられておらず,一般にメ-チ-が在家

者から受ける金銭的 ･物質的支援は決して多くない｡女性が ｢出家者｣の地位に定め

られた沙弥尼 ･比丘尼となることが可能になれば,女性も,比丘や沙弥と同等の宗教

的 ･社会的地位や宗教的機会,金銭的支援 を得 られ ることが期待 され る [cf.

Rabiapratn.d.:3-4;氾lanaAn u-kammathik豆nKitchak豆nD豆nSatffn.d.:1-5]｡それゆ

え,沙弥尼 ･比丘尼となることによる宗教的地位の向上と,その結果付随すると考え

られる出家修行生活の条件改善は,多 くのメ-チ一にとって,魅力的であると考えら

れる [cf.XN 2002:interview]o

(16) ワット･ソンタムカラヤニーの ｢ワット (watyltZ)｣ は,タイ語で ｢寺｣を意味する

単語 (waf)と同じ発音であるが,つづ り字が異なる｡｢ワット (watra)｣ は,｢日

課｣などのように定期的に決まって実践することを意味しており,｢ワット･ソンタ

ムカラヤニー｣は,直訳すれば,｢仏法を備えた美 しい女性たちによる宗教実践 (の

場)｣を意味する｡タイでは,サンガ法により,｢寺｣の定義が国家による許可を得た

ものと明確に定められているため,その規定に反する宗教施設を ｢寺｣と呼ぶことは

問題になる恐れがあった｡詳しくは,石井 [1975:355,411],Chatsumarn[1991a:51]

参照｡

(17) ただし,セ-キヤタムの中でも,女性の比丘尼受戒に積極的な比丘は,必ずしも多

くなく,否定的な感情を抱えながら無関心な態度をとっている比丘が大多数だという｡

セ-キヤタムの中で,積極的に比丘尼受戒を支援 しているのは,コ-シンと若い比丘

プラ･チャーイ (Ch豆iVoradhammoBhikkhu)の2名のみで,他の比丘たちは ｢男

尊女卑の発想に支配されており,女性 と対等になるという考えを受け入れるのに強い

抵抗を感じている｣という [K6sinandCh豆i2002:interview].

(18) タンマラッキタ-沙弥尼 (1946年生まれ ;後に受戒して比丘尼になる)は,メ-チ

一になる以前に,結婚 ･出産 ･育児を経験 しており,1991年からチ一 ･プラ-ム (有

髪のまま八戒を守る女性修行者),1993年以降,メ-チ-として出家修行生活を行っ
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てきた｡ 3年間のオース トラリア留学経験があ り,メルボルンのHolmesCommercial

Co11egeで 3年間の課程を終えて経営学 と秘書芋の学士号を取得 していた｡ メ-チ一

になってからは,タイの著名な院想修行僧ルアン ･ポー .ティアンが開発 したユニー

クな際想法を実践 し,北タイ ･東北タイにあるルアン ･ポー ･ティアンの系列の寺を

転々としながら出家修行生活を送っていた [Dhammarakkhits2002:interview]O

(19) 通常,沙弥戒の授受は,比丘尼の具足戒の受戒のように厳密な規則 と儀礼が設けら

れているわけではないが,タイにおける女性の受戒の新たな始まりとして,タンマラ

ツキタ-の沙弥尼出家式を執 り行 うため,タンマナンタ-は比丘尼受戒式 と同等の要

件を整えた｡律 (Pali:vinaya;¶lai:winai)によると,受戒式は,戒壇 (Pali,Thai:

slrma-)内で,授戒師によって行わなければならないOタイで男性が比丘 として出莱

することは,国家が独占的に規定 したサンガに加入することを意味するので,比丘の

受戒式を行 う戒壇や授戒師の資格は,律に基づいて規定 した国家の法律に従わなけれ

ばならない｡ しか し,タイの法律は,女性の具足戒受戒式における戒壇や授戒師に関

する規定を設けていないため,タンマナンタ-は,律の規定にのみ従って,ワット･

ソンタムの戒壇を整えた｡パーリ語で u♪a17-ha-yaと呼ばれ,受戒式において戒を授け

る長老の僧侶のことを,本稿では ｢授戒師｣ と訳 した｡uball-ha-yaは,水野弘元 『パ

ーリ語辞典』[1994]では,｢和尚｣ ｢親教師｣と訳されており,佐々木閑 [1999:69-78]

などの文献学者の著作では,｢和尚｣ という訳語が用いられている｡また,中村元ほ
こん ま

か編 『岩波仏教辞典』の ｢和尚｣の項 目によると,｢授戒の とき,掲磨師 ･教授師 と

共に会を授ける人を戒和尚といい,生涯にわたって指導する師をいう｣ と説明されて

いる [1989:92]｡ しか し,｢和尚｣の語は,現代 日本語では,一般に住職 ･僧侶を指

す語 として用いられる [中村はか編 1989:92]ことが多 く,誤解を招 く可能性が高

いと考えられるため,本稿では ｢授戒師｣ という訳語を採用 した｡

(20) 特に仏教の動静について詳 しいタイ語雑誌 『ア-ティツ ト (A-rthit)』2002年 2月

21-27日版 (第24巻1209号)は,｢タイの地で初 めて出家 した沙弥尼 ("Banphach豆

pens豆manerfkhonr豆ekbonph缶nph豆endinthai'')｣と報 じている｡ また,タンマラツ

キタ一によると,新聞のほとんどが彼女の沙弥尼出家を支持 していたが,大手 1誌の

みが彼女にインタヴューも行わないまま,彼女の発言を担造掲載 し,タイの比丘たち

に反感を抱かせ ようとしたという｡ しか し,世論の動静が全般的に沙弥尼出家を支持

しているのを見て,その新聞社 も非難の姿勢をとらな くな り,中立の態度に変わった

という [Dham marakkhit豆2002:interview].

(21) ラビアップラットの役割については,筆者別稿 [ItoFor仇coming]参照｡後に沙

弥尼 ･比丘尼 となるタイ人女性,比丘尼運動支援者たちの多 くが,ラビアップラット

の作成 ･配布 した小冊子 [Rabiapratn.d.;KhanaAnu-kam m豆thikan KitchakanD加

Sa廿in.d.]を参照 した と述べている｡
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(22) このコースの外部講師として,チュラーロンコーン大学のウイラーシニー ･ピピタ

クン (Dr.WilasineePhiphitkul;女性学),ス ワンナー ･サ タ-ナ ン (Dr.Suwanna

Satha-AnaJld;哲学),サティエンボン ･ワンナポック (SathianphonWannapok),プ

ラ ･パイサーン ･ウイサーロー (PaisalVisaloBhikkhu)など,タイの著名な学者 ･

仏教知識人が多数協力 していた [watcharinSangkh豆ra2002:interview]Oワチャリ

ン ･サンカーラは,｢平和 と正義のための女性プログラム｣ボランティアである｡

(23) 恐らく,金銭的余裕がないために,頻繁な外出が不可能であり,経済的に寺に依存

しているために,比丘の意向に反することは何もできないということを意味している

ものと思われる｡

(24) 以下に記す トー ンムーンによる沙弥尼出家開始の経緯については,[sukhett豆

2004a:interview;TT16ngm血 2004:interview]に基づいている｡

(25) トーンムーンは,1988年に2度目の出家をしてから,すでに10回以上の安居を経過

していたので,律で規定された授戒師の要件を十分に満たしていた｡ 彼は,それ以前

に23歳から6年間,比丘 として出家した経験があった｡彼は,ヤソー トーン県中心部

にある寺で出家 した後,自分の出身村の寺に戻 り,最初の安居に教法試験ナクタム3

級に合格 した｡パーリ語試験に合格 して ｢マハ-｣と呼ばれるようになりたいと思い,

隣県のウボーンラーチャタ-ニーの寺に移って教理の勉強をした｡ナクタム 1級まで

は合格することができた｡さらにバンコクの寺でパーリ語を勉強したいと考えたが,

紹介者がなく,どの寺にも入れてもらうことができず,サラブリーなど中部タイの寺

を転々とした後,1963年に還俗 した｡還俗後,鉄道員等の仕事をしたという｡

(26) 当初,女性の比丘尼受戒を支持する発言をしていたタイ ･サンガの中枢に近い高僧

の 1人は, ｢比丘尼支持を続けるならば,サマナサックを剥奪する｣と脅され,支持

の発言を行わなくなった [srfpariyattimok2002:interview]｡

(27) 1920年代末に比丘尼サンガ復興運動が高揚 した際,タイ ･サンガは,タイ ･サンガ

の成員である比丘 ･沙弥に対し,女性を沙弥尼 ･式叉摩那 ･比丘尼 として出家 ･受戒

させることを禁じたサンカラー ト布告を発布 している｡ しかし,女性はタイ ･サンガ

の成員ではないので,タイ ･サンガが女性に対し諸外国のサンガによる出家 ･受戒を

禁じているわけではない [cilto1999:153,也.47]｡

(28) 2002年の第 1回受賞者には,メ-チ一 ･カニツタ一 ･ウイチエンチャルアーン (メ

-チ-の大学マハープラチャーボディー ･テ- リー ･ウイタヤーライを設立), ク

ン ･メ一 ･シリ･クリンチャイ (青少年仏教徒協会で院想指導に当たってきた在家女

性), ウオラマイ ･カビラシン比丘尼 な どが受賞 しているO詳細 は, WFBReview

Uuly-December2002:49-50]参照C

(29) 授賞開始に当たって,ラタナ-ワリーにも,リーにも,大きな資金はほとんどなく,

受賞候補者 との連絡や授賞式の会場使用料等の費用を捻出するため,当初は,中国で
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受戒 した大乗仏教の比丘尼に頼んで葬式の読経に加わり,礼金を貯めたこともあった

という｡やがて,バンコクの国連 ESCAPとスイス大使館の支援を得られるようにな

り,2004年からはバンコクの国連ホールを使用 して授賞式を行うようになった｡同賞

授賞式は受賞したタイ国内外の女性たちが交流を深める機会となった｡

(30) 沙弥尼 ･比丘尼 となった女性たちは,男性出家者の沙弥 ･比丘と同じ黄衣を着用し,

｢ア一夕マ- (a-tamal 出家者が用いる一人称)｣,｢ヨーム b0-m;出家者が在家者を

指して用いる二人称 ･三人称)｣などの代名詞を用い,早朝の托鉢を行った｡また一

般にタイ語で,父親世代の比丘を ｢ルアン ･ポー (luangph6)｣,祖父世代の比丘を

｢ルアン･プ- (lumg♪uA)｣ ないし ｢ルアン ･タ- (luangta-)｣ と呼ぶのになぞらえ

て,タンマナンタ-比丘尼は自身を ｢ルアン･メ- (luangma-e)｣,母のウオラマイ

比丘尼を ｢ルアン ･ヤー (luangyaT)｣ と呼ぶよう,周囲の人々に促 しているoタイ

語の ｢ルアン｣ の原義は ｢偉大な｣ ｢重要な｣であるが,親 しみを込めて僧侶を呼ぶ

とき, ｢父｣を意味する ｢ポー｣などの語とともに用いられる｡｢プ-｣ は父方の祖父,

｢タ-｣は母方の祖父を指す｡沙弥や若い比丘などを呼ぶ ときには,｢ルアン･ピー

(luangphl-)｣ と呼ぶO｢ピー｣は男女にかかわらず,年長のキョウダイを指す｡タン

マナンタ-は,｢ルアン｣という語を ｢母｣を意味する ｢メ-｣,父方の祖母を意味す

る ｢ヤー｣と組み合わせ,女性の僧侶 としての存在を周囲の人々にアピールしている｡

｢ルアン ･メ-｣という表現は,独立した尼僧院 (Thai:samnak)を持つ年配のメ-

チ一に対して用いられている例も存在するが,一般のタイ人にとって聞きなれない表

現である｡ 筆者の知る限り,ナコーンラーチャシーマ一県パ クトンチャイ郡の山中の

洞窟に独自の修行の場を構えていた老メ-チ一に対して,若いメ-チ-や在家の支援

者たちが ｢ルアン･メ-｣と呼ぶ例が存在する｡ しかし一般的には,年配のメ-チ一

に対 し親 しみと敬意を込めて呼びかける場合には,｢母｣に対する敬称である ｢ク

ン･メ- (khunma-e)｣ という表現を用いることが多いo｢ルアン･メ- ｣ ｢ルアン･

ヤー｣という表現をタンマナンタ一による新規の造語と理解するタイ人も少なからず

存在する｡

(31) タンマナンタ-は,タマサー ト大学准教授だった在家者の時代にも,年老いた母ウ

オラマイ比丘尼に代わって,定期的にワット･ソンタムで法話を行っていたものの,

出席者は決して多くなかったというC彼女の沙弥尼出家後,法話を行う目には,寺の

布薩堂が満員になるほどの人が集まり,寺への布施は10倍になったという [cf.Ito

2004a:121]｡タンマナンタ-ほどの知名度がない沙弥尼 ･比丘尼の場合でも,将来

的に女性の比丘尼受戒が拡大することを期待するタイ国内外の有識者による支援など

によって,収入が増えたことを認めている｡ 出家者としてのフル ･ステータスは,倭

行生活における経済的なゆとりにも反映していることがうかがえる｡

(32) 代表的なタイ語新聞社マテイチョンにあるMatichonlnfbrmationCenterは,タイ
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で発行されている主要なタイ語 ･英語新聞の記事をクリッピングして内容ごとに分

類 .保存しており,比丘尼関連の記事は,メ-チ-関連の記事とともに,"Chf"(｢メ

-チ-｣のこと)というタイ トルのファイルに保存されている｡このファイルには,

2001年には80件,2002年には52件,2003年には30件,2004年には9件,2005年には3

件,2006年 1-5月までには1件の比丘尼に関する記事が保存されている｡ このファ

イルにある新聞記事クリッピングが完全にすべての比丘尼関連の記事を網羅 していな

い可能性はあるが,少なくともタンマナンタ-が沙弥尼出家 した2001年当初 と比べる

と,2004年以降,タイの一般紙における比丘尼関連の報道が,低下傾向にあることは

否めない｡

(33) 国家仏教管理局は,従来,宗教局 (DepartmentofReligiousAffairs;Thai:Krom

kaAn-sa-tsana-)から,仏教関連の業務のみを独立させた機関であるO

(34) この一件に関 しては,有識者の見解をまとめた本 [suph豆ph6n2004;Chittim豆and

Natthay豆2005]も出版されている｡

(35) ただし,その後 も,沙弥尼 ･比丘尼たちに支援を申し出る進歩派の比丘,仏教グル

ープ,篤志家の女性などは,断続的に存在 しているo Lかし,それらの人々のうちの

一部も,理念の不一致や個人的感情の摩擦などのため,支援から撤退 したケースもあ

る｡

(36) ただし,筆者の印象では,スリランカの女性修行者ダサシルマ一夕-と比べると,

タイのメ-チ-で独立した尼僧院を持っている例は決 して多 くない｡

凡例

1) 一般のタイ人の氏名をローマ字表記する際には,必ずしも一般的なタイ語のローマ

字表記のルールに従わず,名刺や刊行物において本人が使用 しているスペリングに従

った｡

2) タイ人の比丘 ･比丘尼などの法名 (m ai,p豆1i:cha-ya-;僧侶の名前)については,

カタカナ表記する際にはタイ語の発音に基づき,アルファベット表記する際にはパー

リ語のつづ りに基づ くものとした｡タイ上座部の僧侶の法名は,通常,パーリ語であ

り,多 くの僧侶は,欧文で自己の法名を紹介する場合にパーリ語のつづ りを採用 して

いるので,なるべ く自称のつづ りで統一するため,このようにした｡

3) 本文の記述の典拠 としてインタヴューの情報を挙げる際に,一部は実名を記載して

いない｡特に,特定の個人 ･団体の評価にかかわる情報の場合,発言者の氏名を明記

することは適切ではないと考えられるためである｡
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′nlaiWomen'sSa-ma野en-andBhikkhum-Ordination

inContemporaryTberav豆daBuddhism:OvertRationale

andCovertReality

n､OTbmomi

Keywords

Thailand,Therav豆daBuddhism,bhikkhum-,ma-echl-,Buddhistnuns

Abstract

Inrecentcenturies,thereligiousauthorityfigtlreSOfTherav豆daBuddhismwereonly

bhikkhu,fullyordainedmonks.However,duringtheBuddha'stime,womenwere

allowedtobeordainedasbhikkhum-,fullyordainednunsatthestatusequivalentto

bhikkhu.Thefemaleordinationlineagewasdisruptedsomecenturieslater,andsince

then¶leraVえdaBuddhistwomenhavehadtodotheirasceticpracticewith thestatusof

laydevotee,ratherthantheordainedstatusofbhikkhum1.InThailandthehead-shaven

femaledevoteeswhodonthewhiterobesarecalledma-echl-,andtheyarenotgivenas

muchhonor,support,oropportunitytoplayreligiousrolesasmalebhikkhuenjoy.

TherecentbhikkhuntmovementinThailandwasinitiatedbythenoviceordinadonof

thefam ousbhikkhum-advocatescholarChatsumarnKabilsingh inSriIm kainFebruary

2001,whenshetookthemonasticnam eDham manandえ.Hernoviceordinationattracted

theattentionofThaimediaandfわreignscholarsasthenewbeginningofafemale

monasticorderinThailand.MostpreviousstudiesonThaibhikkhuntrestorationhave

focusedonthepublicdebatesabouttherationalesgivenforherordinadonandnegative

critiquesofthem;itwasforthemostparttakenforgrantedthatDhammanand畠was

singlehandedlyleadingandrepresentingthebhikkhuntrestorationmovementin
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mailand.

ThepurposeofthispaperistotracethedevelopmentoftheThaibhikkhunt

restorationmovementafterDhammananda'ssa-ma野en-(novice)ordinationinFebruary

2001,pardcularlyfocusingonTbaisaLma野en-(laterbhikkhum-)whowerepreviouslyma-e

chll.Dhammanandadidplayasignificantroleintransmittinghervastknowledgeofthe

historyofbhikkhum-lineageandvinaya(monasticdisciphnes)toTYlaima-echiwhowere

interestedinbhikkhunllordination;however,Onlyafewofthemcouldreceiveher

assistancefortheirordination.Thenumberofm aisa-ma野n-increasedafteranoldnai

monkinYas6th6nprovinceordainedhisma-echtdiscipleasasaTma野en-inNovember

2003,andsubsequentlymorema-echtcametohimfortheirordinations.Particularly,the

membersoftheOutstandingWomeninBuddhismAwardsCommitteeassumedakey

roleinconnectingma-echtcandidatestotheYas6th6npreceptormonk.Nevertheless,

thedevelopmentofThaiwomen'ssa-ma野erl-andbhikkhuntordinationwasnota

continuousprocess.Ontheonehand,severalunfortunatesa-ma野n-andbhikkhunimet

sufficientlyseriousobstaclesthattheydisrobedtobema-echtagain;ontheotherhand,

agroupofbettersupportedma-echtandsa-ma野en-choseSriI.ankaastheirplaceof

ordinationandcontributedtothegrowthofthenumberofThaisaLma野en-andbhikkhunl-.

Inconclusion,thepaperindicatesthatthebhikkhum-movementisnotsolelyrepresented

byurbanintellectualssuchasDhammananda,butisevenmoresignificantlysupported

byconsciouslocalma-echlLdeterminedtoovercometheirunfairsituationbytakingup

theyellowmonasticrobesassaLma野en-andbhikkhuml.

(連絡先 :〒657-8501 神戸市灘区鶴甲1-2-1 神戸大学大学院国際文化学研究科

itot@kobe-u.acjp)
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